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イギリスにおける歴史的産業遺蹟の
保存運動と観光資源化
ロバート・オーエンの「ニューラナーク』の場合一
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はじめに
寵業近RlIiや歴史文化造雛の保存，保幾は，その１１１の文化水準や文化政難
の実体をあらわしていて興味深い、しかも保灘され修復された)歴史文化産
Bf8 
業適職は，観光盗源化されることによって，さらにrilIil民の朧史認識，教
育，教養を高める役割をはたすとともに，地域の経済発腔にも人きぐ寄'ｊ
している。
イギリスは，まさに腱史，文化産堆などの過ＩＭＩ，追随u､を大切にし，
その保全，保護に努プル，かつそれらを観光資源化しているレジャー．観
光先進|'(Iである。
産業｣}If命の祖|〕(Iであったイギリスには，lid念すべき朧史遺産として保存
すべき産業遺蹟は多いが，それらが雌雄歴史遺晄，遺産として保謹され保
存されていることは，イギリスの文化/Ｍｌﾐの尚さを示しているものとして，
わが111にとって興味深く，また人いに学ぶべき点が多い。
イギリスにおいて朧史文化辿趾が道雄として保存の対象とされているリド
例は、途かもなく多い。その内，雌堆遺跳としてNii物館化され，観光４１:災
の－つとなっているケースも枚紫にいとまがない。
アリーは，イギリスにおける辿産朧堆について論じ，1980年代末に産
業１判係の盗料をもつNi物館が486,郷上史に側するコレクションを)Jr蔵す
る館が８１７あり，産業迫瀧センターか４１役立されていると指摘している。
またそのために膨大な投蜜かおこなわれており，たとえば1988ｲ１２には上
半!U]だけで１億2720〃ポンドも巡跳Mji物館，美術館に投資された，と
指摘している。まさに辿RIli・Ｎｉ物館の雌雄化がﾉﾋじ，それらが観光化され
ている傾向を1ﾘＩらかにしているzo
hlii物館の数は，第１炎に示したごとく，近年いっそう噛りⅡし，９０年代
ﾉkには1,759にもたっしている。その'ﾉ９，イングI)シシ１．ヘリテージが
所街するものだけでも，ｉｌｉ代遺跳15,400,朧史的にＨ１歴だと登iLlされた処
進物45万，歴史的に1'iJEな道fj1i409もある。
イギリスにおける雌雄迫賦をNji物館化し，観光化している産業博物館の
蛾も，に要なものだけでも，第２炎に示したように，２３３個所にもおよん
でいる。
イギリスの適職の産業化・観光化については，厳しい批!':１１もないわけで
イギリスにおける歴史的産難jua賊の係が迎助と観光資源化
第１表イギリスにおける博物館，il1MMi蝉の数
額
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はないが，脱|:災化I《l:会の新産業として，i1t1lⅣ)l:難や環境砿Mn)礫と対照
的に平ﾄﾞⅡ的で文化/１１，教育nｹで人ＩＩｉＩ的な｣稚堆としてiIi定する,X場も少なく
はない。アリーなども．辿職産業の燦iiljな傾l(１に批判をくわえてはいるが，
本質的に遺蛾瀧紫のﾊﾐ征を承認している
小論の課題は，jjlRl1瀧業を|｣『走的にとらえながら，こうした雌堆適跳の
保存と観光iffilli化が，どのようにしておこなわれているか，そしてそこに
ある問題点は'''1かを，ロバート・オーエンにより維営され，かつ初めての
0V〔新的な社会攻`Ｉｌｌｔあるいは改JIYl=鍵的ｉｌ:会l;義の実験をこころみたニュー
ラナークの紡縦l:場とそのピレッジの１１例を取りあげて．齢察することで
ある。
（１）hcritagcの`ilil,i/iについて.,，しておけば．股に世j鞭と,JiIされている。
たとえばユネスコの'１１界適確（Ｗ()r1dllOritagc）のように、・股にherj
tageinduSlI｡ｙという時に，辿産雌雄と,J〈されたりしている。私は，ヘリテー
ジを遺蹟と辿雌の２通りに訳したが，おもにjl1i蹟の用語を便１１Ｉしたヘリテー
ジというカタカナも魅力的で少し(山川したが，とくに意味はない。もともと
herilageという１１１編は、後世から現'11の人々にのこされた１１ｲ11mのｉＷであり．
イギリスではIlaluralheritagoという“い〃さえある。つまりilW1L線など
特殊な｢1然をさしている場合もある。そうしたものをjuilMiと(よ呼ぱないが，
産業へリテージをさす場合は，jnlM(しかも破域され，川壇しつつある薩業施
設などは．過馴という用語かふさわしいように想われる。
（２）ジョン・アリーは．「観光のまなざし」（法政大学出版会，1995ｲﾄﾞ．原需
のl[1版は，199Ｍ:）１８７９頁。
（３）［１１]上，節Gii[の後''2を参｣1M。
1．□パート・オーエンの「ニューラナーク」
(１１デーピッド・デールによるニューラナークの処投
ニューラナーク（NewLanark）は，I785f12に、スコットランドの産
堆家デービソ1$・デール（DavldDale）によって，スコットランド南｢'１
イギリスにおける}腱史的産瀧遺餓の保仲述助と観光ff源化７］
央部ラナークシャーの，グラスゴーとエディンバラから胴に４０～５０キロ
ほどはなれたラナーク１１１Jの端の－iilliに|)+|かれた地域であり、初期瀧堆JI1L命
の[|]心であった雌先端の技術，クライド（Clyde）川の水[|工を動力としミニー
ル機械紡織をおこなうｌ:場群が没I'され，】!｣i時としては１１＃愛的にあつかわ
れた労働者がＩｉ２１ｉ１１したビレッジであった。またデールの娘と結婿して
1780年から維営をｉｌき継いだロバート・オーエン（RobertOwcn）が，
|#愛的な経営とJllz新的な社会改HlY，それは改ljLl昌義的社会旨'三義の香りの漂
う実験をこころみた場所として，一時は「#[:会改!'ｌｌｆ家の哩地｣(')となり，
その後衰退し，ほとんど忘れられかけていたとはいえ，；|:会改?１１[を実行し，
岐初にﾈﾋ会二】二銭の実験をこころみた腱史にのこる記念すべき場所であった。
デーピット・デールは，1739ｲ１２にスコットランド１判【jH部，エアーシャー，
スチニヮートン（Stewarton）の食品雑貨商人の．ｒとして生まれ，織物|：
の徒弟としてグラスゴー近くのペイスリー（Paisley）で働き，その後
ラナークシャーで，｜:l々をまわって腱llii)からピックルスを買いＩげる('二11；
をしていた。1760ｲ|:代にクラスゴーに定(:1号し，１７６３イドに紺l獅人アーチバ
ルド・パター､ノンの１K務幽として働き‘共同経`営著となった､:)、
第１図ニューラナークの所在地
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その後二人は，宗教活IiljにUM係し，スコットランド教会の｢'１の－宗派に
参加した。しかしパターソンは，’１i梁の而ではたいした人物ではなかった
が，デールが繊維藤業でilj雄をおこす際には，資金的な後ろ盾として而要
な役割をはたした。
1770年代にデールは，グラスゴーTljのI断人ギルドのメンバーとない
その代議口となった。デールは，薄地綿布の販光にたずさわり，糸輸人業
で成功をおさめた。彼は，こうして忽速に､１１時の典」iq的な綿布製造業者と
なり，宿と地位を蝿(卜した。
そして1777ｲﾄﾞにデールは，多くの|【il(Ⅸのように，Ｈ１族や銀行家に姻戚
をもつ名家の女性と結婿して，金融的な｣&盤を強化した。以,iiiの共{[i]経営
背とはわかれ，新しくグラスゴーのロイヤルバンク又店長ロバート・スコッ
ト・モンクリーフと提携し，さらに大きな成功をおさめた。
1784年に水ｌｌＬ助力による紡紙機械を苑lULターピーシャーのクロム
フォードで紡紙工場を経営していたリチャード・アークライトが(3)，スゴン
トランドを訪れたか，そこでデールと巡り合い，近辺に繊維労働者や石_［
などがいるラナーク近くの，水litが'１１鏑で水IlIに適したクライド川沿いに
綿糸の紡紬~[場を建設することにした。
デールは，アークライトとの述挑を卜脳場で解il1jして，独１２１に１７８６年
ニニーラナークに紡紙｣:場を,没'１ノル，労働荷化宅を処股し，労働荷の仇む
ピレッジを|)M,没した。デールによる'二場とピレッジの建設は，1786年か
らおこなわれI790（'二､Ｉｔぱまでに，４工場と労働荷(１２も数棟を建設した。
それは，、１１１１$の火災保険公ﾄﾞI:の,i1FlI1iによれば，’二場2,000ポンド，機械
と没ｉｉｉが２５００ポンド，＝つの延物が300ポンドであったか，１８００〈|{には
4-[場の評Ⅲ航は30,000ポンドにもなっていた鋤。
今１１係/F迎吻の対象になった「ニニーテナーク」とは，’''１つのI:場と」：
場(､Ⅱ)､施設，数棟の労ＩＭＩ荷川(j葺宅１１ﾄﾞであるが，1786ｲＩｉから９０年代に雌本
的に，デーピッド・デールによって処投されたものである。第２１判に示し
たように，川沿いにIjljから第１ミル，第２ミル，第３ミル，第４ミルとよ
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ばれる紡紙工場が建設された。
第１ミルは，1786〈|Xに雌初に建てられた紡紘｣2場であるが，1788年に
焼失し，1789イドに１１F越された。節２ミルは，1788ｲﾄﾞに建てられた。とも
に建物の髄１５メートル，奥行き９メートル，ｉｉｌｊさ２０メートル，６階雄，
それに地下と膿根製部屋をもった人きなものであった。
第２図ニューラナークの建物配滴快１
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‐-ニーラナーク延物一覧表
１Ｎ０．１milI（1786）IICaithnessRow（1792） 
（1788年に焼失，１７８９年にlli処）ｌ２Ｄｏｕｂ１ｃＲｏｗ（1795）
２No.２milI（ｌ７８８ｊＩ３ＷｃｃＲｏｗ（1795） 
３No.３mill（1795）ＭＮｃｗＢｕｉｌｄｍｇ（1798） 
（1819年に娩失，１８２６年に両辺〕１５Church（1798）
４Ｎ０，４millr1795）ANurseryBuiIdingS（1809） 
（1883年に艦失後そのまま）BViIlageStore（1809?）
５Ｌｏｗｓｌ１ｅｄ（1780年代）CThclnstitutc（18】6）
６MKliLadc（1780年代）DTheSchool（1817）
７RobcrtOw(ｍ，sHouse（1790）EWorksbopsandDyeworks（1809） 
８DavidDalc`ｓHouse（1790〕FCoul1tlngllouse（1817）
９BraxfieldRow（1790） 
l０ＬｏｎｇＲｏｗ（1790）（八以下は謙一エンによる辿築）
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烟第３ミルと第４ミルは，1793年までに処てられた。第３ミルは，第１
ミルなどより少々小さめであったか，第４ミルは，及さ５１メートル，奥
行き１１メートル．高さ３３メートルで人きめであった。鋪３ミルは，１８１９
ｲﾄﾞに火'1iにあい1826年に再建された。第４ミルは，l883l1§にやはり火Ⅲｉ
にあったが，ついに再建されず跡地はそのままになった。
リド紫の拡人とともに，工場のほか1890年には後にデール・ハウスとオー
エン・ハウスとよばれるようになる経営荷のA4111kが２桃と労'111行川の災合
化で，プラックスフィールド・ロ－（BraxfieldRow)，ロングー・ロー
(LoX1gRow）が廸設されたＣｌ792年にはケイスネス・ロ－（CailhnGss
RoW）とが述設された。1793年には，第３ミルと第.ｌミルが処投され
た⑤。1795ｲﾄﾞには，ダブル・ロ－（DoubloRow)，ウィー・ロ－（Ｗｅｅ
Ｒｏｗ)，１７９８ｲ'５には，ニュービルディング（NewBuilding）ｊU:どの労ＩＭＩ
行化`tjI1liが処,没され，また1798年にチャーチ（Chu1℃h）など処,没された。
この他，に場施設として，１:湯前の川ｉｎいＬｏｗｓｈｃｄｓとよばれるrT1'Ｉ（
にＭｉⅡＬａｄＧとよばれるﾉl<噸11]の川水路がjuL`没されたが，Ｉｌｉ１ｍ１にはｲl:代
がわかっていず，工場の建設に並行して辿股されたといわれている６．
デーピッド・デールの経営は．彼の宗教的な幾11.liさもあって，労(Ｍ１瀞に
たいして博愛的であった。とくに児童労働者の数行に熱心であり．￣に場内
に学校を没rＩして児童教育を熱心におこなった。たとえば．デールド]身の
ﾉﾄﾞいているところによれば，1790年代の．､jを佼には，507名のﾉ|:徒がおい
１６名の教師がHfわれていた。１３名が生徒に読み方を．２満が,l}き〃を，
そして１名が絵の描き〃を教えた。またその他1人が雄継と．もう1人が
I1f々教会灘楽を教えた。クラスは，雌雄の成細進ljrに応じて８クラスにわ
けられ，クラスには１，２名の教師が配if（されていたo
llllMl1にｲﾋ徒たちは，教会にいったが，150人凝度しか入れないので，
災公は交代でおこなわれた。その他，働いている年少のJ急(｣!iたらには、便
UDjtや２１１M昨佼があり，「１分の教科,'ｻﾞをのぞきすべて1111科だった17。なお
この'料交の校舎は，オーエンがjuL識したものとはy4なり，U11のｉｎ物でおこ
イギリスにおける歴史的産雌辿鏑の保存迎助と観光YT源化７５
なわれていた。
またデールの建設した労働行の集合住宅は，４～５階からなるしつか(〕
した迷物で，］将分が２部Ｉｉｌあって（第３１叉}参11(０，１家族にｌ叢があたえ
第３図労(ｌｉ昔の仇宅図
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ｌ佳宅は，２部腿からなっていて，ｌ家族はｌ部屋を利川するようになっていた。「卜
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7６ 
られた。それは，かなり狭いか，初期産業iYL命)UIの労働行ｌｋ宅として、ま
た近代の労働背住宅史の上からみてもかなり良画なものであった。
デールは，1806年に没している。ロパート・オーエンが，デールの娘
と結婿して，1800年にデールから経営を引き継いでから，1809(１２にMG
chanicsWorkshopsとよばれる機械I:作工場と染色I:場（Dyeworks）が
処投された。ロバート・オーエンの経営方針を反映して，1809(|;にナーサ
リー・ビルディング（NurseryBuilding）とピレソジ・ストア（Village
Store)，1816｛l:にインスティテュート（Thelnstitllte)，1817年に雅佼
(ThCSchool）などが建設された。ケイスネス・ロー'111に会ＩＩｌ１ｌＩ勝ｌｊ１ｉ
(CountinRHouse）も(沖１没された。
（１）デーピソド・デールについては，つぎの文ilillを参Ⅱ((したo
la11DonnachieandGeol･ｇｅＨｏｗｉｌＬＩＩＩＳＴＯＲＩＣＮＩ２ＷＬＡＮＡＲＩ〈．1993,
EdiI】burghUnivorsityPressLtd、ChapteI･２，NewLal1arkConso爪'ation
Trusl，ＴＩＩＥＳＴＯＲＹｏｆＮＥＷＬＡＮＡＲＫＳ，１９９８．１)ｌｗｉ〔］ｊ・Mclaren，
ＤＡＶＩＤＤＡＬＥｏｆＮＥＷＬＡＮＡＲＫ，1999. 
（２）マヅクス・ベア『イギリス社会-世義史（二)｣，Ｙ;波又''1(M1,911゜
（３）ニューラナークと同様にアークライトのクロムフ乳－１`紡紬~１２場の保存迎
助もおこなわれており．規模は小さくまだはじまったばかりで‘人きな迎勤
になっていないが，今後発腱していくことが予想される。これについては，
ｌ鐘§考古学会の学会報（第９０号，1998年１１ノ]）に,lnlll光三氏のliiI1iな
蝿告英国産業考古学の活動に学ぶがあるので参照されたい。
（４）ｌiii褐HlSTORICNEWLANARK,ｐ25,ｐ､27.
（５）姉３工珊，第４工場のﾒﾖｶ投は９５年という説もあるが，ここではlrilLOIlの
９３年説（p､26）をとった。
（６）処物の詳しい連投PIF情については，同'二ilﾄﾞｻﾞChapKGr3,.lとニニーラナー
ク保存トラストの責料による。
（７）liij魁ＤＡＶＩＤＤＡＬＥｏｆＮＥＷＬＡＮＡＲＫ、Chapel･`１，を参I(((。
(2)ロバート・オーエンの博愛的経常とﾈ|:会dk1IIのﾘﾐ験
1800ｲﾄﾞにデールの娘と結婚してニューラナークの締↑)↑をリ|き継いだロ
イギリスにおける１１趣(M1産奨適雛の傑作jUllljlと姐光溢源化７７
パート・オーエン（RobcrtOwen）は，1771ｲ'二にウエールズ111部のモン
ゴメリーシャーの小11W雌ｉ１ｌＩｌｉニュータウン（Newtown）にﾉｌ２まれた皿。
父親は馬具製造難行１１f金物|樹であった。
７人の’供の６番１１のｒであったオーエンは，「1111で聡明で音楽やスポー
ツが好きな子供であった。すでに７歳にしてその地〃の学校教師と同じく
らいの学識をもっていたといわれている。彼は，碗１１｛好きで，地元flkの
Ｐ息の１人として，名|:がｲIⅡ|ＩするlxliI$館に|[1人(）した。つまり相〕１１のIIL
lWしの｣'供であった。彼は，７，８歳のlMjに，教Illiのアシスタントとしてﾉﾋ
雌を教える生徒であった。その後，教師のアシスタントを''二めて，１．１分の
家の隣りにあった織物I剛l雛雛貨商店の徒弟となった。
1781年10歳のIllFに.11511製造職をいとなむ兄のいるロンドンに出てしば
らく後，リンカーンシャーのスタンフォード（Stum｢or（１）でスコットラ
ンド製織物簡l11iをいとなむMcGuffogの徒弟となった｡ｵｰｴﾝは`1i
人がｒ供がいなかったこともあって，笈のｒのように人[H1にあつかわれ，
ＬＷな条件のもとで織物雛のＩｔ１｢を学ぶことができた。しかも+晶人か良1m
の[ｘ１ｌｌｌ室をもっていたので．ふたたび読11}に励んだ。ここに３年間滞在し
たあと，オーエンは，しばらくロンドンの鯛刎iihIiで働き，その後マンチニ
スターのサッターフィールド（Satterfleld）織物卸lIii会に就職した。ここ
で１８歳まで働いた。
ここでオーエンは，イf<して繊維関係，Ｈ１]蝿や'h'6災の知識や実務を身
につけた。彼は，ここでｲﾄﾞい職Iヨアーネスト・ジョンと知り合い，彼の兄
から100ポンドを(lIil)て，ジョンとともに，岐新の技術によるミニール紡
誠製造業の共ＩＴＩ織常をはじめた。これは３カノｌしかつづかなかったが，オー
エンは，新たに２人のスコソトランド人と新式の紡紺［場の経営を開始し，
)１２４ポンドの利INRをえた。こうして経営才能を,Jくしはじめた。
１９歳の頃，年休ｌ()()ポンドを要求してマンチェスターのI)rinkwatcr
が所（丁するバンクトップ紡紬［場の継鴬者のllillにつき，５００人の労l跡荷の
行１１１１とI！;【綿の買付け、綿糸の製造を任された。彼は，初めてアメリカから
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));(綿を輸入，綿糸の質を改善し評価された。またオーエンは，すでに成功
の秘訣は，労働菅の身体的道徳的環境が良いことであると(`｢じて，肛場で
働く労働行の労働条件の改灘をはかった。
こうして未だ20歳前後の彼の耗営才能にたいする:;'12'１１Ｉは，マンチェス
ターをこえて広がったといわれている。しかしオーエンは、ただそれだけ
の人物ではなかった。彼は．マンチニスター在化''１に，H1変わらず広範に
雛11}し，一巡の哲学的，科学的な問題に鋭い興味をいだきつづけた。１７９３
ｲ｢ｆには，マンチニスクー文学哲学協会（TheManchesterLiLeraryand
PhilosophicalSociety）の会員に推雅された。この協会には，マンチェス
ターIljのすべての知識人が属しており，ルソー，ベンサム，ゴドワィン，
ペイン，ウルストンクラフトや他の啓蒙悔学iLfの思想かlilf究されたりﾙﾊ総
されたりしていた。そして彼は，Ｍ１会の機|孔１１MKに「i1lfju的､|靴Nと火堆機械
のIRI係」とか「#[:公的笈徳の改善にIHIする兄解の起川}i」とかいった論文を
役柵している。
オーェンはまた，トーマス・ハーシパルによって，［:賜労伽行の他M〔と
労Uil１条|'|:の改善を推進するために組織されたマンチェスター(11(他委11会
(Ｔｈｅ〕,IanchesterBoardofHea]th）のメンバーにもなっていた。
こうしてみてくると，オーエンがすでに20歳lii後に，いかに｢fliい見識
と社会改良や労働者の労働改善に深い思慮とｌＩｆ熱をもっていたかがわかる。
1774年にドリンクウォーターとの関係をおえて，新たに､L1時の〈j能な
実業家，ロンドンのBorradaile，Atokmson，マンチニスターのBartｏｎ
らとｊＬｌ[,Iしてチョートン・ツイストネl：（ChcrtonTwistCompany）をI没
,Iした。彼は、この会社の代表として，取引きのあるグラスゴーを,Mjれる
ことになる。
オーエンは，そこで】'1時蕃名な産業家デーピッド・デールの娘，CarO
lineを紹介され，１７９８ｹ12にニニーラナークにいって、ｌ:｣粉をjL01jtL，ま
た綿慨|{のデールにも会っている。こうしてオーエンとキ.1,口ラインは，
IlMlAll1愛のlHl係となり，デールは1,1j者の宗教的なlll述を心lVdしたが，オー
イギリスにおける膝LIIM｣jIK蝿､1M(のIWrjUmI1とNi光盗源化７１〕
エンのfl声もあって，結嬬を認め，Ｚ人は1779(1ｉ９）lにグラスゴーのデー
ル邸で結婚式をあげることになった。
オーエンは，チョートン・ツイストネヒの丈|[il織憐lfとともに，宗教術IiI
に熱心だった６]鮫の隆経常背デールからニューラナークを買い取り，オー
エンが経営権を係1MLした。－時マンチニスターにもどっていたが，オーエ
ンナニちは､1800(Ｆ１）]にニニーラナークにもどり，ここに住んだ。そこ
で７人の子供をl雁み育てた。
オーエンは，総ｆｌｉをljlさ継いだ激〈|【，労'１１１時Ｉｌｌｌを1311ｷlIMからlllllFli1Iに
した【)，個人のﾉlil1隣Jj巣を厳しくWklKfしたリピレッジ内を監視したり，
秋１Ｆに反する行uillを取り締まったI)，かなり厳しい労勝行Ｒｎをおこなった。
彼は，厳しい人とみなされ､ヒレ，ジ|ﾉlの評判はけっして厳しくなかった。
しかし彼は緑ｆｊＷｌ９にはすばらしい成功をおさめていった。１二場経憐の利ｉｔ
は，1799年からl810fl二にかけて９ノノポンドにもたっし，また工場の溢雁
ⅢＩｉｌｌｌＩ(は，1799{1;の６ノノポンドから１８１３年までには山l〃ポンドにi【.｛iまっ
た。
オーエンは，綿↑)ilil<｣に成功をおさめただけでなく，180()咋初ｲ1:代の後
､|《から|］ら(高じる|,;な，思想をもって．1825年頃までにオーエン独rlの
耗溝〃針を打ち血て，後世にのこるさまざまな先進的で独創的な社公改Jllf
を実施していくことになる。また’830ｲﾄﾞ代からは，ニューラナークの小
さな||塀をはなれて，アメリカにわたったり，Ａｌ)llil後イギリスネ|:会に１１｛て，
社会改砿連動に遡逃することになる。
オーエンがニューラナーク内でその名向iを博す人きなきっかけは，１８０７
ｲ1Kにアメリカとの貿坊朧擦でアメリカのIJji綿輸人ができず，価格が鵬鵬し
て数ケ)１１司場が拠雌仲１１:においこまれた[ⅡFである。オーエンは．、11111の'１１１
人も思いつかない対処をこころみた。つまり操業していない181の労UMI行に
迦常の11i金を払いつづけたのである彼の評判は行1tjなく商まらざるをえ
なかった。
その後のオーエンは，労働行に上いするiJi械的なＩｌ:会改,１１'i;を笈施し．１１：
Rn 
会的な名声をえていった。1825年に[:場から]zを引くまで，彼のおこなっ
た改革の喫点は，以1くのとおりである。
①労働条件の改善（10歳以下の児埖労働の禁11:，１１余なしの徒弟児轍
のＩｌｌｊｊ１}禁I上，労働時間の知縮，親方職工の職l」殴打の禁｣|:，職|:の職務評
価)，②生活環境の改鮮（協同組合の起源となるビソレジ・ストアの没llvH，
病気雑金祇立て制度の設立，1111料診縦の{１７１１度化，協同生活迎動の惟進，生
活ルールの制定)，③児菰労働荷教育の実施（託児所，リujiir学校，勤労者
全人教育の実施）に大別される聰'。
まず教育のIhiからみておこう。オーエンは，教1ffは，rIU〈1や犯罪のない
社会をつくる根木であるとの信念をもって，1809年に，幼ﾘiL，リ,l範，成
人の教育を笈DJする:Ⅱ:人なプランをたてた。しかし｣し同羅欝濁は，膨大な
lI1賀をともなうこの柵想に必ずしも好適を示さなかった。オーエンは，
1813イドに{１１資の５％の利雄を要求するだけで，彼の榊想に盗金を使うこと
を心良<,認めるロンドンの熱心なクエーカー教徒の新しい共同経営者をみ
つけて，彼のプランを実行していったｃ
こうしてすでにl809fFに建設していたナーサリー・ビルディングにく
わえ，1816イドにインスティテニート，1817年にスクールを建設した。
彼の笈施した教青は，ビレッジの子供が歩けるようになるとナーサリー
(託yL所）に入れることであった。そこで幼児たちは，２人の少女の世話
をうけ，目IIJに遊んだり没たりできた。これは，教育恵識のないlI1Ij親から
子供を引き離すというオーエンの脅え〃によるものであり，また幼児をか
かえる女性が臓場に出られることを趣味した。まさにこれは現代社会にお
ける職場の託児所の先駆的試みであった。
幼児学校（InfantSchool）は、３歳から６歳の必ifがかよった。児疏
は，お互いに分かち合い，親切にすることを学んだ。
７歳からＦ供たちは，歴史，地Ｆｌｌ，ｒｉ然誌，アート，行楽，ダンス，体
操などを学んだ。宵楽はカリキュラムのなかで|H祝され，豊術家，汗楽家，
ダンス教Niが)【（２）J1されていた。オーエンは，子供が学習を楽しんでやれば、
イギＩjスにおける|腿!｣LL的｣)礫julA1iの保存迎IiIjと１１M光資源化８１
鯉1'〔や懲罰は必奨ないと考えた。`､樅佼は朝７時30分から午後５１}ｻﾞまでで
あった。
1816年には生徒数27`1名，教Ⅱ111数は１４猪にもたっした。教室は広々と
し，雌紙はカラフルな動物画でいろどられ，必itには/|（細のユニホームか
あたえられた。リムIiFiたちは，自然散歩に１１}たり，jILlHIを広めるために文Ⅱｌ
をいとわずラナークⅡ1Jまで催物の』,L学をしたりした。ｉＩＩｊ潔を保つため、ｿd
irtの入浴（インスティテュートの地ドに人浴装iFtを,没１１Ｗｂ，散発も無料で
おこなわれた。学校のlK1hiには，プレイグラウンドがつくられていた。ピ
レッジを清潔に保つ仙習を教えられた。
児葹は，多くが10銭から仕JIiについたが，１２歳まで学校に在学するこ
とができた。さらに,iltでもＩｌｌ席できる夜学（eveningclasses）を開校し，
ｉｌ鍵がおこなわれた。
とくにオーエンのインスティテニート（正式にはNewInstitutionfor
lheFormationofCharacter）における成人教育が?1:'１された。オーエ
ンは，よき環境がよき人格を形成し，以代的な表現をするならば．「|[i[な
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レジャーが優れた人格を形成するという|【i念のもとに，労llil行の|《I:父性を
１１Wい，難しみをあたえるために償にコンサートや．ダンスの公やⅡW1i公を
(ＩＩＬた。lXl1ll顎も没iilさ』L，そのために労Uillll$|ＩＩｌがkj縮された。
イギリスにおける歴史的｣)L地辿跳の保/FjUmillとnM光Yr源化８３
労働条件の改諜では．近代的な労櫛`irWFHがほどこされた。Ｆ１々のﾉkl)臆と
コストの記録がとられ,とくに､l1I1lilli1金システムなど‐殻的ななかで，
｢サイレント・モニター」システムの笈施はi}三1-1された。朧惰が，労IHI荷
のＩＭＩきぶりを評Illiして４色に彩られた水川（'二1．すばらしい，鐘．人変瓜
い，，!；・普通，）､1鮓悠い）で評価し，機械の脇につるし、ノートに’１．人さ
れていった。みんな['1の評価をえようと頑張ったといわれている。
ピレッジの生hW改泌施策も注１１された。オーエンは，砿金を高めること
はしなかったが，（Ｉｉｌｆの'1端'１Ｉ活の改灘に片心し，会|《|:'1m〔鴬の商1,1iを股ilwl
し，安い価格で品衝のよい商品をlHﾘ!‘し，その利11Kは，彼の目指す労Uil1行
教育の費用をiili肋するために使われた。こうしてオーエンの直営商店は，
脇lIiMill合遮動のＩ呵愛な先駆と),Lなされている(3)。
オーエンが，この村に経営荷としてﾉl銅]にきた'1$は，ノこぐさんのノル'dD
lKilll;が乱立していて、オーエンの!『蝿によれば「劣悠な商品にとんでもな
くｌｌＷい価格がつけられ，…すべてのAIfでアルコール煎を光り、肉1篭の肉な
ど皮や･けより鰹いしろもの」を版元していた。多くの化以は，おもに掛け
光1)で1断品を買い，多くの(ｌＩｉ金をかかえていた。
こうした問題を解決するためにオーエンは，ピレッジの[|,心に３階処の
｢ピレッジ・ストア」を没iこし，あらゆる生活必滞船から賛沢品，さらに
良liiのアルコール〕inまで供給した。オーエンは，’:場絲営荷としての,I/:場
を利１１Iして，ｆｌ]光りIljj勘で人１，tの１１F,'１，１１を'1:入れ，以,ｉｉｉ化11』が小売堆荷にI,'［
接文払っていたlil1iWiの20％も安く版,ﾋﾞした。その結果，化民の借金は，
すぐに消え，小簡ｌｌ７はすぐになくなってしまった`・
オーエンは，会；!:が】【１１１１jする優良な|笈断の無料鯵１Jl(ＩＩｊ'１度をしき，１r金の
6()分のｌを拠１１}させてｿIij女(]』&金（sick｢und）を`没ｌｌｌ１ｌＬ，労UiI者がIijjA(で
０M'けなくなったＩ１ｆにﾘ|き出せるようにlliえさせた。懸命な家I;}迦営を奨励
し，貯縛を奨励した。「111時のニニーラナークを訪れたロパート．サウシー
の,('1:『j｢によれば，労ul1lfには，’過'６シリングまでの(`i川買いが認めら
れ，もしのぞめば他Iﾘfの場所でいI物ができ，労仙行の家族は，，週，,蕊
`躯
族２ポンドの総収入から１０シリング近くlけ金ができたし，したがって彼
らは,よそへはいかなかった｡Ｊ･
オーエンは、労､１１行に生活ルール１８ケ条を作成し，ビレッジの生活秩
序をまもることを教えた。そのルールとは，名人の家は．週に･･度諦除し
て，窓，家の外と内，階段などをiIIj擁に111｛たなければならない。窓から水，
ごみなどを役lﾂﾞすてたり，家の脇に放ﾄﾞﾙﾉこりしない。ごみは近くのごみ
捨て場にすてなければならない。化人は，’2|分の家の皿'〕をhIj槻にしなけ
ればならない。家の111で牛、ブタ，剛，ノミを飼ってはいけない。1,1噸は，
「供の行吻に此任をもたなければならない。躯も垣根や木々，他人の財産
を損傷してはいけない。人々は宗教についてＭ論せず．，;ｌｌｉ６が1.1分の意見
をもつことができる。八人で働ける人は，何か役立つIli､I1なことをなすべ
きである、。
これらは，今Ｉｌでは､'iたりIiiiのモラルであるが，Ｍ１時では)１１鯛１，ｆｌｉｔ徳
野蛮な労11h斤が多かったなかで、労働折がまもるべき先進的なモラルを示
すものであった。
オーエンは，またIkLL議会（communitycouncil）をjiIll識し，オーエ
ンの思想の投透をはかるとｌｎＩｌＩ#に労lMllPr｢|身による「11LU｢1決の佃１Wを実践
させた。ピレッジは，「隣組」（neighbourdivisions）に分けられ，家長
の集会がＩｌｌｌかれ，「プリンシパル」（priI1cipal）とよばれる彼らの代巽を
選出した。すべての「隣組」の代黄がⅡLまって，１２名の「ジュリーメン」
(jurymen）とよばれる委員を選ＩＩＬた。姿１１会は，Hllnll)}|かれ，ピレッ
ジの改漣を論,砿したり，ピレソジ内の粉イルやルール述反片をさばき、ｌ到っ
た人たちを助けた７１．
ニニーラナークのモデル・ピレッジとしての評判は，ｌＩｉｌのlﾉLl外に禅きわ
たり．1815年から２５年までの１０（1:ｌｌＩＩに２ノj人が見学にIijljれたといわれ
ている。
オーエンは，ピレッジでの獲験を↑fIjtに，多数の瞥作を苑災し，社会改
ｌＩ１ｆ背としてfiﾉliをえ，労lIi1条('|;の改蒋を法lIill化する1819ｲ！;の１:場法Hill定
イギリスにおける雌史的IliIi雌jju雌の保riiilhlﾘjと１１M光盗源化８５
に人きな役削をはたした。さらにその後社会改WYjilmⅡjを腿開した。】821
（ｉｉにオーエンは，ニニーラナークのｿﾐ験をさらに思想化して．「ｉｌｊｉ援lLl」
とＭｊ勘の組織，いいかえればN1z鮮なﾂﾅIHIと平群な分門dからなるｊＬｌ【Ｉ体｣(剛
の処１没を,;'11[jiしたか，一般の社会では支持されず，とくに宗教への|比ｌｌＵ的
な11/:場は彼の評､1111を落とした。
１８２５年オーエンは，ニニーラナークを協同経憐行の息ｆに手放し，
l824iIiにアメリカのインディアナ州「ハーモニー」とよばれる共1)跡[:公
(l9なＪＩＬ}｣1/|芒活をいとなむ地域を３ノノポンドで|M'|j人し，r1ら}1M想とする|(I:公
の笈塊をめざした。しかし多くのﾄﾞI:会djWIの稲をまいたが。３年１１１１で実験
は失敗しオーエンは．イギリスにI1iI){刺し，社会LUWf辿勤に専念した。彼
は，1859年に没したが．そのＩⅢいわゆるオーエン1i鍵行を生み{ＩＩＬ，ｿj
Ull$Ⅱ合juiIilI，チャーチスト迎助，MIlI1I組合逆､１，ＪｌｕＬ箙):鍵的ﾈ|:会1:侭ji1j
lElなどに絶大な彩辨をあたえた。
しかしニューラナークは，次第に忘れられ，建物とピレッジは1911ｔ紀
,|<に繊維会社にljlき取られ，戦後までほそぽそとﾉｋさ延びたふ
（１）ロパート・オーエンについては，おもに１１ＭJのIanDonnachiean(Ｉ
ＧＣｏｒｇｅＨｅｗｉ１ＬＨＩＳＴＯＲＩＣＮＥＷＬＡＸＡＲＫ・Cllapter4・ＮｅｗＬ【mElrk
ConservationTrust鵠の、ＴＩＩＥＳＴＯＲＹＯＦＮＥＷＬＡＮＡＲＫＳ・ＴＩＩＦ
ＳＴＯＲＹｏＩＲ()ＢＥＲＴＯＷＥＮ,19971ＭJ｡、ＯＷＥＮ，Ｍ()I)ＥＬＶＩＬＬＡＧＥ,ＮＥＷ
ＬＡＮＡＲＫＶ１ＬＬＡＧＥＳＴＯＲＥ,】998,などを参１１(!。
なおオーエンにかんする岬'}的なlUl先については，オーエンの替作を参1Ｍ
されたい。
（２）これまでマルクス'三養型の共潅l:鍵が評価されて，笈際におこなわれたオー
エンの改良[{幾的ﾄﾞ|:会主義の爽験は，むしろ空想的なものとして低く`iFIHiさ
れてきたｃとくにマルクス=睨錐の(蝿9だった[|水のような''1ではそうだった。
溢水主幾を・ｲ*に廃｣l:しようとするマルクス上義的｣h箙｣：義が餌城してしま
た今日．ｆＴ’|:l:鍵の－学的転掴ではなく、資本上鍵Ⅱ:会の枠組の[１１で，ぎり
ぎりの改砿をおこなったオーエンの樂織を改めてﾙﾄﾞIilliする時代がきている。
（３）協同組合迦mllは，ニニーラナークのストアの続験をもとに．１８３０ｲ1K代か
らオーエン1K.茂叶によって．行｣Iuで腿|)11されるようになる。
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（４）ニューラナーク［場の賃金は，とくに,1筋<はなかった。'１']時代人のエドヮー
ド・ベインによれば，1820年頃，１８歳以上の男性のPmZは，迎１０シッリン
グ以「であったが，出来高制の場合は１５シリング鮫いだ次{'kは．側定給
で６シリング．出来高制で８シリング稼いだ。】８鮫以「の労勘行は．それ
よI)低かった。ベインによれば，これらのIr金水(｢(は，、１１時のリーズのfY金
と比べて決してよくはなかった。
しかしケント公の侍従医ヘンリー・マクナプ（HenryMcNab）は’1819
年にニニーラナークを訪れ．「施設で買ったビーフをもったhI}人にあって．
その肉は１パウンドあたり７ペンスで，グラスゴーでⅢえば１０ペンス以「
でＩｊＹＸえないだろう．という話をⅢＩいた」と,I；いている（NEWLANARK
VILLAGESTORE,ｐ､3)。しかしニニーラナークの労働打は！短い労伽時
1111,）1IF料の医疲サービス，燃料の幼ﾘﾑ教f７，「ピレソジストア」などのIhiFll
lW1iをえていたのである。（同上）
（５）｜'リ|:IIP．ｐ３．
((i）ニニーラナーク保ｲＦトラスト苑1Jの資料による。
（７）ｌ１ｉｌ蝿
（８）ＩｉｉｌｌＪベア「イギリス社会｣昌義史（二)』，３５１１。
2．「ニューラナーク」の保存運動
以上iliilliにニニーラナークの形成Ali情をみてきたが，ニニーラナークは．
雌雄史，労資BLI係史，社会迎勤史，致育文化史，処築史，などあらゆる分
野からきわめて歴史的な営養の深いものであったことがわかるこのニニー
ラナークは，戦後1960年代になって荒廃しはじめたが，それを(Ｗ'しよう
とするjullillがおきてきた。この迦lillは，ノ<別してlU１つの１１抑Iにわけられる。
雛１の時１０１は，1960年代であり，ニューラナークがロープ製造I:場の
繩憐のもとで典辿し，急速に荒廃していくなかで、おもにＩ:咄総↑Ｗｆと
I963fliに没１kされた住宅組合であるニューラナークljlj会（NowLanark
Associalion）による1三としてピレッジの仇宅の'1割Ｈ・保〈j辿』H1がボルと
おこなわれたllfj01である、
イギリスにおけるI1iE史｢I<11)IWiilllUiの保存nlmMlと1ルビTI源化８７
節２期は，1972｛1(から80年代初いまでの時１０】で，ロープ製造会社のニニー
ラナーク工場が1968{1:に閉鎖され，1970年に産業廃災物処理葉音へ臓光
され，ニューラナークの荒廃が忽辿映していくなかで，1972年に121治体
のラナーク''１｢とスコソトランド・シピック・トラスト（ScottishCivic
Trust）によるニューラナークを(Ｗ'するための会識が|刑かれ，保遡,!'･[1Ｗ
を作成し，1974年にニニーラナーク(ＷＦトラストCWewLanarkConser‐
vationTrust）が股}'されて，職種ｉｌ１な保存迎助を皿|ⅡＩした時jUjである。
鮒３のlMFjlJIは，Ijl1ｲﾄﾞ巡IiljがＩＮＩＭＬに辿辿しつつも，1983｛1§にニニーラナー
クの保存迎動を観)ﾋﾘﾄﾞ薬と結びつける〃針をさだめ，1986年から３〈|§111］
にわたるビジターセンター設立プロジェクトをスタートさせ．本格的な係
〈ｊ・修復連動を'１ﾘL道にのせたlMFjU]である。
第４の時IUIは，1990（ｌｉのビジターセンターのljIIIiiIiから今[]にいたるllIj
1ljlで，ニューラナークの観光化か成功をおさめ，さらにニニーラナーク係
作トラストの新しい〃針のもとに，ニニーラナークのrM)上化と保仔・修復
を一応充成させていく時期である。
この係ｲﾎﾟ逆､jは決して､ＦｌＩｌなiiiではなく，それ,Iil〔にわれわれにとっても
学ぶべき点が少なくない。以riiilMにニニーラナークの保存迦動をあとづ
け，その問題点を解[ﾘＩしておきたい’。
（１）ニューラナークの係ｲﾄﾞjiE勅については，liiillJのIanDonnachioらのl･IIS，
ＴＯＲＩＣＸＥＷＬＡＮＡＲＫ，Ｃｌ１ａｐｌｅｌ･９，GeorgeｌｌｅｗｉＩＬＴＨＥＳＴＯＲＹＯＦ 
ＮＥＷＬＡＮＡＲＫＳ，Section7，その他，ニニーラナーク保存トラストの内部
溢料によった。なお本節の係/F述勤については，通・`jllilrIは示さなかった
が，とくに【n'腿な`l｢項については，＃l1lllrを示した。
(1)１９６０年代ニューラナーク」の荒廃と保存述IIijlのＩ１ｌ]始
19111紀末以来，「ニューラナーク」を賀い取って綿燃していたロープ製
造公ｌｌ:（Goul･()ckI《opeworkCompﾋﾞlny）は，ルil;史的世MIHとしてのニュー
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ラナークの価値をまったく無視していたわけではなかった。工場や機械は，
1950年代に補修され維持されていたが，ピレッジの'1；宅部門は，｜if代遅
れとなり，そのまま放慨され，荒廃がすすんでおり，会＃[:にとっては，そ
の維持符fMが虹Wlifの極であった。
あくまで企業としての)1k場にたつ会社は，独ﾄﾞlの住宅改鱒をおこなうこ
とができず，Ｉ:場のMi伍背イングリス（ＧＨ・Inglis）の心配にもかかわ
らず，住宅は荒廃し，６０｛1:代には，スコットランドの行政､11局により，
劣哩な仇宅の改灘命令をうけ，地下ＩｌＺ宅の閉鎖が命じられるまでにいたっ
た。
こうしてロープ製造会社は，１二場群とはくつにピレッジの(】:宅部ＩｉｌをＦ１
分で改醤することができず，ラナーク１１１Jの11治休に２５０ポンドで提供する
ことにした。これを;|き取った｢l治体は，ピレッジの歴史的なmIlI`jを充分
認識して，ピレッジを放慨してⅡ|壊させることを認めがたかったが，住宅
の人Wiiな改善には25万ポンド（､Iillfの､FI1lilポンド約10001qで！;IzIliすれ
ば，２値5000刀lU）ほどの愛川かかかると算定され，鱒しい1k場にたた
されていた。
1962年のラナーク111Jの,瀧会は，膨大な盗金を必要とする住宅改灘は｢１
冷体にとって荷が咽すぎると、わずかに過､|《数をこえる離興の反対で改鮮
提案を否決してしまった。しかし他〃で'111議会は，ピレッジの救済をもと
める決議をおこなった。
こうしたＩＩ態は，むしろ社会的な関心を呼び起こした。一つは，スコッ
トランド1ｍ傍人臣マンクレイ（』.Ｓ・Maclay）とスコットランド行政府や
スコソトランド特別ハウジング協会（ScottishSpecialHousingAssocia‐
tion）の役1１，ｊ山〃縦i｣ハート女史（J・Harl）などのＩＩＷ人のl對心を呼び起
こした。
他力，スコットランドの地〃紙『スコッツマン』は，ビンッジの救済案
として大学の投liftを提案する投111を褐'Niした。この提案は，リベラルアー
ッ・コレソジかＤＩＹ（Doityourse]f）のlHiBMにもとづき，、|平|]と脇|i１組
イギリスにおける}歴史的箙堆inRj1lの係作通jliliとM1光ifrillji化８９
合のための新しいﾉごj4を,没'i':してはどうか，ニニーラナークの仇宅は．外
圃人学４２１１)の他'台にし，とくに将>Wiij外でボランティア活助をする学ﾉ１２に
ifすべきだという提案であった。この興味深い個人的な提案は，採川され
なかったが，ビレソジ問題の関心を岡めるのに大いに役立った。
ラナークlllJ鍍金の決議にこたえて，hLIlllのアダム・ハウジング協会
(AdamHousin底SocietyLtd.）が，ピレッジの(ilらかの救済に蝿りｌ１}す
ことにffl｢ilした。こうして1963{Ｉｉ６ｊｊｌ９１１に，ニューラナークにおいて
ニニーラナークの保存・保護に|H心をもつグループによる会縦がlHlかれた。
この会義に染まったおもな間体は，スコットランド行政I(f，ラナーク町
その他の地域｢1治体，ローブ製造会｜１３，ハウジング協会などであった。と
くにハウジング協会からは，初IUjの復興iLm1の[|J心的人物であったエジン
パラ入学処築`､j湘lのノーマン・ダンヒル（NormanDunhill）が代炎とし
て出席していた。
ダンヒルは、もし俄極的に資金を染めて，伍貸住宅を近代的な仇宅に改
修するならば,この歴史的なピレッジを保序できると楽観的な趣兇をもっ
ていた。新1111の#M迫によれば，そのために盤するjdi1Hは34ノノポンドであっ
た。
1963ｲ|;１２ノ］２１’１に、ニニーラナークを住宅の保存を11的とするニュー
ラナーク協会（NcwLanarkAssociation）の(ill投会錘がグラスゴーでＩ)Ｍ
かれた。この協会の没ｉｆは。ニューラナークの保存逃吻の新たな万向を示
すものであった。
ダンヒルは，１１，１ｲ1:ｌ２ｊＩｌ９Ⅱにロパート・オーエンの子孫であるケネス・
デール・オーエン（KennethDaleOwcl1）をアメリカらＲｌさ．ニニーラ
ナーク保仔辿Ilihとニューラナーク協会のi役１１ﾉﾆを磯り上げた。
ｹﾈｽ･ﾃｰﾙ･ｵｰｴﾝは,ﾃｷｻｽのﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝであったが,ﾛ
パート・オーエンが､アメリカで笈戦したニューハーモニー・ピレッジを
設立して，アメリカにのこしてきた１１１〔系１２孫の一人であった。
ニニーラナークⅡ}公には，ケネス・デール・オーエンをはじめ．イギリ
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スの1K1会Ⅲ誰乢となったハート女史、ロパート・オーェンの１J}究家ゴール女
史（MargaretCole）なども参jⅡした。
協会は，ニューラナークの歴史的な仇宅を保存のために「パイロソト・
プロジニクト」を\１１識し，建築家のリンゼイ（LGLindsay）と彼の１両)僚
達が歴史的な処薬物の修復,;IiMiiを,I案した。そしてこのilll1Iiにもとづいて，
協会は，ラナークｌｌｌｒＩ１Ｍから10数ノノポンドを借入して，「|治Iｲ(の所有と
なっていたケースネス・p-hliの２５爪とナーサリー|〕|【の修復をおこなっ
た。これは．後には１１１１諜なnllIlliであるとA1なされたが，人lll1なこころみで
はあった。
この修復]:ＩＦは，多くの悶難をともないつつも，1966年１２)jに終り，
新しく修復された災合住宅のこけら瀞しの儀式が，ケネス・デール・オー
エンと彼の娘キャロラインを迎えておこなわれた。
この修復'１｢雌は成功したか，迫跳ＩＷｊ１１Ｍ題はさらに深刻となった。l966
f1z4月２１[｣のﾉ<新IHI『ガーディアンｊのレポートによれば，ロープ製造
会社は，４分の３しか工場で働いていない他氏の家賃が週５～６シノング
で，年に４０００ポンドもの補助金を文ＩＩＬ．工場の近代化のために２５ノノポ
ンドを文11Ｉすることを決定しが，聡山的なI)i【:災遺産であるニューラナーク
の存在をもてあましているようであると#'1じた。
全工場のフロアーは，５分の３しかｲj効に使用されていず，機ｉｉｉj（の５００
ポンドをくつにして工場の販売luiMfは２〃5000ポンド孫度とJMiiされた。
しかし実際に1世甥を販充するとすればもっと安くなることは1ﾘ1らかだった。
ロープ製造会ﾈ|:にとって，ニューラナークは，もはや完全に'Ttiljであった。
こうした'lPll11のなかで，ニニーラナークlIji会は，１９６７(1§にもし民|M1レ
ベルで２０〃ポンドを染めることができれば，ノ1A近の評I11iで総額５０〃ポン
ド近くの助成金を各孤の雅金からえられるだろうと予想した。
協会のアッピールに，代災断として将満したクライズミニア－脚
(Clydesmuir）は，これらの盗金は，みんなの|`j]趣をえて，化比の(k宅の
ために史llIされるだろうと述べ，盗介が111に適職的雄物のＩＷｆのためにだ
イギリスにおける歴史的産漿迫鍛の保存iilmiDと槻光瀞源化９］
けに支出されるものでないことを災|ﾘＩした。こうして放|『iしておけばスラ
ム化しかねない歴史的な仏宅を近代化するというニニーラナークの住宅逃
造物問題は，ロープ製造会ﾈl:の予期せぬ合理化のためのT2場1斗|鋤によって，
－紫に危機的な状況に追い込まれた。
ニューラナークは，雌楽革命の時代には，立地が岐適であったが，２０
１吐紀の新しい産業にとっては，むしろ交迦アクセスは悪く，その伝統的な
古い榊造物は役にたたず，新しい産業のためにjHiい手を見つけることがで
きなかった。結局，1970年にl鰯の建物は，熊業廃葉物処理業者に売却
されることになった。それによって，しばらくの|Ｈ１，地域に２０数人かの
１１【:用がｆｉｌｌＩｌされることになったが。
(2)1972～８３年「ニューラナーク」保存jmilMjの活発化
1968年のニューラナーク工場の閉鎖は，保存辿勁に大きなショックを
あたえた。産廃業者のもとで，ニニーラナークの［場群は使用されずに放
lilfされ，醜い金属スクラップの山と廃棄自助!'ｴがT:場周辺にjjjGj1直され，ニュー
ラナークの地域環境は一端に恐化した。工場の建物も念に劣化しはじめ，
学校桃の隠根は，３分のｌがけ|落してしまった。［場閉鎖のために，ビレッ
ジの人[｣は，］968ｲﾄﾞの３００人から１９７０１F初めまでに８０人に減少し，ビ
レッジの変退と(１２届の荒廃{よ辿1ｊした。
ニニーラナーク協会による住宅修復iil1miは，修復炎が膨大となり，ハウ
ジング協会への負(11tは不'〃込みで１５〃ポンドにもたっし，ラナークの行
政当局も，脊境にたたされた。ニューラナーク係存辿nJは，これまでのよ
うな部分的な平111〔しをおこなう保仔Iil1IIliではⅡ}]に合わず，また蜜金的にも
－[呵体ではﾃﾃ負いきれないことが認識され，全lhi的な保存計･IIIliのTT7検討の
必要にせまられた。
こうして1972年に新たな保俘述助を腱1)Mするために，スコットランド・
シビック・トラストとラナーク行政淵1ｺjは，関係１ｺj１体をラナークのｌホテ
ルに災ぬて金銭をＩｊＨき，新たな対応雄を協議した。ラナークの[llTljZスミス
￣ 
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(HarrySmith）が議長となり，作業蚕Ｕ会がﾎﾟ1職されて，1973年に「ニュー
ラナークの将来」（AFutl】reforNewLanark）と題するＷｌ<』テルをまとめ，
新たな保存巡勤の方針を艇起した。
ちょうどその頃，］873年にニューラナークは，スコットランド､'1局か
ら，rlI要保存地域（OutstandingConservationArea）の指定をうけ，
また翌ｲﾄﾞには，ニューラナークの全建造物が，Ａ級の歴史的建造物（his-
toricbuildingGrade"A"）として指定され，保存迎吻にinIl〔がかかった。
会議の結果，第１に，197`lｲ'2に保存述動に専念するLv従マネージャー・
アーノルド（JimArnold）か，スコットランド朧史的建造物カウンシル
(HistoricBuildingsCouncilforScotland）とストラスクライド地域、
治休（StrathclydeRegionalCouncil)，ラナークIHI（後にClydesdalc
DislrictCouncil）の共同負lUでIMI川されることになった。アーノルドは，
雌堆界の職業両救育の経験をもっており，！']央政府の労働行政機関(Man‐
powerServicesCommission，後にTrainingAgency）からの支援をﾘ｜
き{l}す仲介役となり，その後の保存巡ilillにとって｢11饗な役割をはたすこと
になる。
第２に，ニューラナーク協会とはくつに，新たに慈醗H1体とアメニティ
団体として公$認されたニニーラナーク保存トラスト（正式には，New
LanarkCollservationandCivicTrust）を設立して，これまで住宅の
保存にかぎらず，ニニーラナーク全体の係ｲﾎﾟ述助を腿|)Mすることを決定し
た。
保存に|對辿する一巡の政府|典1係川体やｌＬｌｌｌ１付1体が集まり，管Bll蚕ｊ１会が
組織された。しかし当初保存トラストは，独、に保存活動を腿|ﾙＩすること
はできず、’'１央，地方政臓の!'ｲ政文援をうけて，Ｉ則係１１１体を統合し，保存
活動をすすめるための推進役をはたすにとどまった。
保存トラストの岐初の大きな'1『業はいくつかあったが，その一つは，辿
物のNi修力式に新しい〃式を導入したことである。ハウジング協会から住
１片修復のためのＪ１k余が縮小されていたおり，アーノルドらは，すでにスコッ
イギリスにおける歴史的瀧業辿職の保赫迎動と1M光溢源化９３
トランド．ナショナル・トラストで実験ずみの「11Mi入荷による仇〃;修復,il
IiI】i」というﾉ<胆な〃法を採用した。これは，1975年に｢1冷体の所ｲjして
いたブラックス・ロー棟の住宅を売却し，そのI1Mi人街が，各祇のIⅡ体から
iIli助金をえて厳しいガイドラインを守りながら圧)苫を係作するという方式
であった。
もう一つは，中央政府の労働行政機関CvlanpowcrSewicesCommis‐
sion）から，住居の外篭部を修復する作業をおこなう労IHI者のI【11111や鍵成
に盗金が提供されるようになったことである。また修復に必喫なｲ７，スレー
ト，１１１根や床などのｲ<材は，スコットランド膝史的ilL進物カウンシルと地
〃、治体の共同により供給されたことであった。
Ｉ１ｉ宅の外雌部の修復が終ると，今喚はハウジングＭＩＩ会から，蜜金的文援
をうけて，仇宅の内部の修復がおこなわれるようになった。
こうしてビレッジの居(1号街住宅の修復がＷび､J能とな【)，３３爪が修復
され，さらに１０戸が修復を-了定された。またその後の］０ｲ|;|llIもふくめ，
プラックスフィールド・ロー棟とロング・ローＮｉの２０）ｆの'１１，|Ｉ入荷修復;１．
１１１１iが終「し．さらに１１戸の修復が計画された。
また夕・プル・ロー棟の一番端の住宅は，「展示１１１」として，スコットラ
ンド|)U発局の歴史的建物記念物部（HistoricBuildingsandMonuments
Directorate）の特別な配慮により設立Ⅱ#の状態に修復された。
1970年代末までに．ピレッジのおもな住宅の修復がｊｌ牌ﾄﾞ的に終了した。
こうしてニニーラナークのピレッジの住居修彼1111題から急速にＩｊ１域しつつ
ある歴史的な_L場群の保存問題に関心が移っていった。
もっともひどい状態にあったのは準佼ＩＮ(で，｝苞ｌｌｌの３分の１が１，１落して，
lUL物内部も多くが壊れてしまっていた。1974年に，「1治体は、,雅校hliと
その隣りにあった機械工作場と染色l:場の処物を髄1蒐堆片から!【い上げ，
スコットランド|)M発部の管理のもとに，まず学校'１１の修復をはじめた。ま
た1978<「には、ロパート・オーエンとデーピット・デールが化んでいた
￣２つの化IIiが，ハウジング協会によって雌虎雄荷からTlいⅡYられに。しか
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注．啄奥(`I，ニューラナーク侭hFl･ラストＮＩｌ
ＴｈｃＳＩｏｒｙｏ（ewLanarkからのllViIR・
しインスティテニート'1|【と三つの1自場１１１１は，産廃業者によって|Ⅱ変わらず
所有されたままで，荒廃がつづいていた。ｒ】治体は，１９７９に雌廃業背に
それらの改修を命じたか，問題は解決しなかった。
(3)1983～９０ｲ1：「ニューラナーク」｜Ｗ｣：jumjljのjlLIM1と狐)上溢i1ii化
1983年ｌ)ｌｌＯｌ１にスコットランドｌ１ｉ１防人Miヤンガー（GeorgeYoulnger）
は，声明を苑炎し「ニューラナークのための新政策」（NewDealforNew
Lanark）を打ち'１Ｉした。自治体は，処築物のlｷﾞﾉ'三へのiH1心が広範に広ま
れば，公的盗企以外に１１ｲ政的な支援がえられるとj9]符した。
こうして１９８３ｲ|《にこれまでl鞭脆堆叶の所「jであった処物は,スコット
ランドではWjめての1i例であったが，Ⅲii史的な辿物を(H1,Mkする７K段として
法律に訴え，ナショナル・ヘリテージlid念物薙金（NationalHeritage
MemorialFund）のYf金を使って強制的に貿収された。そして，１９８３年
に三つの-12場Ｉｌｉとインスティテュート{11は．ニューラナーク(Ｗハラスト
に譲渡された。
イギリスにおける歴史的lllyLjlmflIlの係ｲIi述1IUjとiljl>ﾓﾓf脱化９５
１．場とインスティテュートのｌＷｊ修復Ｉ鍵は、ニニーラナーク保イハラ
ストによる新しい力針のもとで`;fiil1iされた。それは，従来の方針と異なり．
111に述物を保存するだけでなく、Ｉ:場やインスティテュートなどのこりの
処物，股llliを棚)上群にli咄放し，ｉルビ髄ijjiとして機能させ，地域経済の活''１;
化にLr献しつつ、（ＷＦ修復を尖塔Mし、そこからえられる収益をさらにＩｗｉ
ｌｌ難にまわしニニーラナーク保〈Fトラストを維持しつつ，記念すべき建
造物とロパート・オーエンの業級を跡形していこうということであった。
l1jlf的には，まずビジターセンターとよばれるIiilJ光litj股をつくる「ｆＶｌＩＩＩｉ
として，1984～85ｲﾄﾞの２年間に，イギリス政府の労､１１行政機関であるマ
ンパワー・サービス・コミッションが，ピル修復作難，環境保全，研究凋
11tなどのために２００f′１以上の喪１１を擁１１】して，支援した。
スコットランドⅡ}1兆機Mi（ScottishDevelopmentAgGncy，後のScot‐
tishEnterprise）は，１２場周辺に放災されていた金l瓜廃棄物を滴hllする環
填修復汁iiIiiの一部を負担した。スコットランド観光肋（ScottishTourist
Authority）はピレッジの近くの駐【|[場とピクニック施投の1)'１段のため
に」,1余を提供し】/己。スコットランド・カントリーサイド・ゴミソショソ
(CountrvsideCommissionforScotland）は，１９８４{１２にスコットランド・
ワイルドライフ・トラスト（ScottishWildlifeTrusL）が，ｒ場施設の南
部にある染色工場'１１(の一部にビジターセンターを１%１，没するのを支援した。
］986f1Rにニューラナークは，ユネスコの111:界辿W；（UNESCOWorld
HeritageSite）として笹録された。こうした状況にうながされ，１９８９年
のl)}I館を目標に，1986年から８９(Iくまで，インスティテニートェンジン
ハウス，第３ミルを修復・改修してビジター・センターとして開技する３
ｲli1lUプロジェクトが火施された。そのために，後に,}ﾄﾞし<みるように1.1(）
ノノポンド近くの．政１１:I資金を'１１心とした助成金が染められて投盗された。
こうして１Mt紀以上も荒れ果てていた周辺の森林と森の''１の道がきれいに
縦Illiされ，すばらしい眺朝が復活した。こうして良い１１１１好奇の目でみられて
いたニューラナークは，ついにｲ｣.ﾉﾉな|'ルビ地としてよみがえっていった。
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(4)１９９０ｲ|:～ＤＭ:「ニューラナーク」'1Ｍ:述lHIjの継続とiij1光11「腱の腱Ｉ)Ｈ
1980年代,kまでにニューラナークのl:場群とピレンジ1ﾉlの1畠要な建物
は，修復されほぼ復活した。ビジター・センターも完成して，１９９０年ｌ２
ｊｌｌ４ｕに，公式にビジターセンターがＩ)IMM$し，ニニーラナークは，紋切
り型の博物館ではなく，エンターテイメントと教育，研究を総合した新し
い歴史的lUL梁物辿ｌｈｌ(博物館【'1としてililI光盗源となった。
開館｡Ⅲ初，１０ﾉj人廠度にとどまっていたビジターセンターへの人勝者
は．１９９４，５年には小１，５万人近くとなり，またニューラナークを訪れる
ビジターは,1990年には１５〃人であったが,その後’99,1,5{1三には３５
ﾉﾉ前後に蝋ﾉﾉ1]した。ニニーラナークは，今やスコットランドのもっとも有
ﾉ｣な観光スポットとして注Hされるようになった。
ニューラナーク傑作トラストは，1990〈１２のビジターセンターl)I没以後
もたゆまぬ努ﾉﾉをつづけた。1990《1§にスコットランド１%１兆機柵（SDA）
に依曝されたコンサルタント・マクリントック（PeatMarwickMclin‐
tock）は，ニニーラナークの－ﾙ1の(Ｗｆと観光化の|)M苑戦略についての
｢マスタープラン」を艇|I)した。このレポートの要点は，以Fのとおりで
ある。
保存トラストはり|き続きピレッジの腰史的建物の修復・復活をおこなう
ことを薙木方針とし．①年間ビジター散を１０万人から５年Ⅱ}1で４０〃人に
増加させる。②ピレッジ内の1111H1を呪ｲ11の150名から300名礎度にjPi加さ
せる。③ニューラナークを経済的にささえるために，ニューラナークのブ
ランドをつけたlNi1V1，ｌ三菱品をljU発しlUjiｼliする。④ニニーラナークの観光
Ｌｊｆ業をいっそう允腿させるため，鋪ｌミルを,断級ホテルに，ウィー・ロー
棟をユースホステルに，ウォーターハウスをセルフケイタリング・ロッジ
(自炊のできる１１Ｗ['1施設）に改修する。このホテルは．ニニーラナークの
ホテルらしく，「トレーニング」ホテルともよばれ，ホテル`､itを`､jとぶ学生
たちの研修をリ|き受けるというユニークな機能をもち，↑Mrllf100fl服睦の
イギリスにおける朧史的Ilm黙過Ih1iの保ｲｲjilllDjとIHI)W2r源化９７
'jﾑﾉﾋを収容する幻。⑤さらに現行のビジターセンターの允突をはかり,新
たにワイルドライフセンターを識慨する。
レポートは，これらの笈施には780ノノポンドの盗金が必要と推定したが，
ニューラナーク(Ｗ｣;トラストは，マーケッティング,J,Ｗｆをおこない，ハリゴリ
な溢金調達につとめ，この提案を火施していった。
その結果，1993fi2にはピレッジ・ストアーが修復されて，古いスタイ
ルのシ罰ツプとしてljlllIIiし，第.ｌミル跡の水車櫛を修復して水車を復ﾉﾋし，
エンジン．ハウスにスチームエンジンを腹活させた。1994年には，労111
行仇宅のニュービルディングが修復され，一般住宅であったウィー．ロー
Ｉｌｌｉが６２ベットをもつユースホステルとして開館した。1995年には，註!'［
Mjの拡人がおこなわれ，ビジターセンターへの逝路に１１(Ｗ１がつけられ，ま
たロパート．オーエン・ハウスが|)Ｍｉ１された。これら修彼された建物，復
活した施設はビジターセンター内の施投とされた。これらに要した黄金は，
後に排し<みるように，おもにラナークシャーBi１兆機柵。ヨーロッパ地域
１１１１苑),1金から支給された。
1996年には，ロパート・オーエンの`､骸校棟が修復された。1998（1{には，
40篭，８０ベッド数をもつ第１ミルのホテルが|)'１館した。８戸のセルフケ
イタリング・ロッジがオープンした。この他，「アニー・マクロードの体
験」コーナーの施投が７〃ポンドのhli助金によっていっそう完備された:。
こうしてニニーラナークは，ビジターセンターを'''心にした観光地とし
て成功をおさめていった。
(1)ニニーラナーク保存トラストの文,Wでは，ニニーラナークの博物館化とい
う炎現，あるいは観光化という戎｣Mtt，ほとんどない。後にみるように，ニニー
ラナーク保存トラストは，むしろ1W【物館ではなく，あくまで「ビジターセン
ター」という炎現を固執して，ニニーラナークを，そこに人々が生活し，働
き，歴史的辿物を保存し，オーエンの歴史的業織をつたえ，楽しみと教行を
かねたヘリテージ（辿産）として強$;Ｗしている。しかし私は，あえてビジター
センターの１１燃をiQM光，観光をljI也した新しい型の|(ﾘ物館として把11,｛してい
QＲ 
ろ。と同時にそうした把握の背後に､観光，レジャーが文化的かつ人lllHMJに
IHiの商い側面をもつらのと而乎価する新しい概念があると指摘しておきたい。
拙稿「現代レジャーの擬念について」現代レジャー鏑の研究対象」とも
に「護済志林」第65巻第４号ザ第66巻第１;j，参11(!。
（２）以'二に関する資料は，ニニーラナーク係ｌｒトラストが発行している各菰の
教flmや学化用の教材資料による。
4．観光事業としての「ニューラナーク」
(1)狐光りi:雛の概要
これまでImil1iにニューラナークの保存jilimIをみてきたが，ここでは，ニニー
ラナーク係がトラスト（以後ＸＬＣトラストあるいはトラストと''１＃す）の
組織とトラストのおこなう観)上に|f業の'１m要をみておきたい。
まず観光１F業のに体であるＮＬＣトラストの$11縦についてみると，トラ
ストは，1974年に股立されてニニーラナークの保ｲjWnlillをおこなってき
たが，当初は，ラナーク1111反ヘンリー・スミスと帆1;職11として迎えられ
たジム・アーノルドを靴Iに保存運動の調樅機関として機能していたにすぎ
なかった。
ＮＬＣトラストが独自の連動を展開するようになるのは，1983年にニュー
ラナークの保存を観光蛎業と併行して推進するという新しい〃針が腿起さ
れてからである。アーノルドは，後に喪杉されているように，ＮＬＣトラ
ストの又の貢献者であり，保存連動を観光Ｉｊｉ難と(ﾙ而しておこなう戦略を
成功座に導いた汀能な指導背であった。
ＮＬＣトラストの1-1的と観光１１難について．トラストの１スタンプは，
つぎのように述べている。トラストは「ピレッジの化台の所/j行のニニー
ラナーク協会とともに，政府に公,認された慈騨Iｻﾞ1体として，スコットラン
ド政府によってＡ級の朧史的建築物とmil2lilliされた処築物を災IU1的に純ｌｌｉｉ
するlTI1Hをもつものであり，ＮＬＣトラストのll的とするところは，Ｉ１ｉな
イギリスにおける雁史的Illi獺jIl雌の係〈f迎lﾘ｣とiijl光賛源化９９
ろミニージアムとしてではなく，新しいＩ１ｉＩ１１１機会をつくりつつ．そこに化
む化民とともに．9,1火にピレッジとして磯能しつつあるニニーラナークを
lWK侍することである｡」そして「ニューラナークの戦略は，もはや紡純紫
で'ｋきるのでなく，おもにビジターセンターの{|'し物（attraction）によっ
てピレッジの経済を多様化しビレンジの発腿をはかることである｣。さ
らにトラストは「ニニーラナークを牧行余材として利川する政策をとる」
と強`淵し，また決して街利団体ではなく，観光4F梁からの収益を，ニュー
ラナークの保存のためにIILうと強,MHしている('1．
ＮＬＣトラストは，ボランティアの１２名の理1Fからなる理噸会（Board
ofTrustees）によって情理迎鴬された。Ｅｌ１事会は，トラストのＬ１的を樅
逃し．トラストのIIM11i長，ピレッジ維営背などトラストの役瞳を決定した。
トラストの執行菱11公（ExecutiveCommittee）は，トラスト内の役Ｕ
によって迎営され，Iiwjj会にたいして此任を負っていた。トラストのjIWji
会には，トラスト迎動にかかわる「|治休や民間の付1体，個人などの代炎が
参りⅡしている。ＩｌＭ'１iのlr10Iは３(I【で11F逃が鯉められた゜トラストのpl1IIi災
(1)irec【or）は，ニューラナーク協会lIillli勝局艮を｣(〔ＩＦした。
トラストは、１９８６{１２にはビジターセンターを識'Ｚして，観光１F災をI)Ⅱ
蛤し､198911苗には肌光,!｢業を実際におこなうためのニューラナーク１１W`1ｊ
(NewLanarkTradingL1d.）と施投内の修復行HMと作堆トレーニングを
おこなうニニーラナーク企業Iil｢修ｌ|：（NcwLalMwkEntel･priseTraillig
LI〔L）をトラストの付胴機関として役11/:した。また’998年には，ピレン
ジ内のホテル議懲のために後者を吸収してニューラナーク・ホテル公ｉｌ：
(NewLanarkHotelsLld.）がil1l縦された。これらの組織は，その利維を
トラストの１１的のために提供するものとされた。
1990年頃のトラストの組織には．５人の専従がおかれていた。アーノル
ドＩｌＭ１ｉ踵のほか。Ｉｊ１ｌ苑，教育，行9M，礁務のスタッフ.lfi，合計５名であっ
た。その他，ピレソジ内の(k宅を禰:１１１!するニューラナーク協会からﾘﾄﾞ務！」
１ｆ'1がIIllfilしていた。
10, 
トラストのiiM光り雌であるビジターセンターの業務を１１１､I1するニューラ
ナーク商`|｢には，ffHM職３名，パートタイマー経理1名，ビジターセンター
係員としてフルタイム６名．パート２６満，営難２名を擁していた。また
施設内の作業・1糊!と職業教育をおこなうために祷理職２渦，作業員２名
がおかれていたYjo
その後トラストのjlⅡ識は発展し，199911【９Ⅱ現在には，トラストの術
成は，鮒８ｌｘlにノバしたとおりである。ジム・アーノルドが，トラストの理
[1F良をつつけており，ニニーラナークlNili，ニューラナーク・ホテル会社
の経営立圧行を卿稲していた。そしてトラストのﾉ|ﾐみの親と6いうべきニュー
ラナーク協会が()卜がしていた。
トラストに111〔接かかわるスタッフは，１１１１１F良以下５名の'|昨ＩＨＩスタッフが
おかれ，Ｉ,illJM11i｣史を}KIFする教fjriIl､ＩＭ１ｌ肪訂Ｉ!､'1など２名のほか，ビジター
第８図ニューラナークｌＷｒトラスト関辿糾雛似１
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０
６
７
６
 
１
１
２
 
注．ＮＬＣトラス１．の浅科より作成。
イギリスにおIナる雁史的llili猫julh1iの僻ｲﾒ迎11ﾘ｣とＭ１光盗源化１()］
センター部門とホテル邪1】'1の此征打として働いていﾌﾟこ。
トラスト本来の11Ｍ:活動をおこなうトラスト独lQ1のスタッフは，さきの
5f’iのほか，施i没粁1Mをおこなう部111に管理職１名と典116名，さらにト
ラスト組織の欄;FMWlll11として４iflがIMillI､１１のもとに門I｣{iVされていた。
１１ｲ務扣､'1スタッフは，ビジターセンターを統括し，その下にビジターセ
ンター所長がおかれ，ケイタリング部I1ilの管理職1名と３０名の妥貝，４X
勝部'１【]に管β１１職１偶と１７名の婆l｣，合,;１５０名がlliliいていた。
今やトラストのi1iM光llI1l1IWの111心’１i災として1998ｌＦ３ノ１１４［]ロバート・
オーエンの誕生１１にオープンした第１ミルホテル部１１１は，奇しくもオーエ
ンという名のホテル文配人のもとに，４名の管理職と，レセプション部Ｉｌ１
ｌＯｆｌ，レストランの'1m区部門１６名，飲食部門２７満，ホテル内了IIjiill部１１１６
名がＩＩｌｌｊＩＩされている。ホテル部lIIjには，総勢６１名がIulいている。こうし
て一稚に観光部１１１の笈１１が倍増した。
こうしてニューラナークは．トラストを中心にして総勢132名のフルタ
イム澳且（パートは除かれている）によって通常されている。
つぎにニューラナークの観珀I【災の'１m笈をⅢ]らかにしておこう。いうま
でもなくＮＬＣトラストが，良いlHI努力してビジターに公開しようとして
きたものは，産業1Vf命191のニニーラナークにおける紡紙'二場の姿であり，
処物だけでなく，そこで働いていた労働荷たちのﾉ|：fiWであり，すぐれた綿
i)↑行であり，ネ12会改,'１'〔行のロパート・オーエンの雌史的な業績である。そ
れらは､二つの部分からなっている。
一つは，観光`1j業として入場料をとってみせるビジターセンターの施没
である。もう一つは，ビジターセンターの施設以外に，ビジターが｢ｌＩｉｌに
F11IlIすることができる，ビレッジ|ﾉlの他物，施,没，1%(境などである。ビジ
ターは，ややはなれた雌料の駐ili場から，ピレッジの'''心にありニューラ
ナークの顔ともいうべき３階建のインスティテニートＭ【にいく。１階は，
ビジターセンターの受|､iと多目的ホールがある。」1階は，コミュニティー・
ホールと各駈の会,識場になっている。受付で人｣易料を文払ってセンターに
IOE 
入る。ちなみに入場料は，第３表のとおりである。
受付からインスティテュート陳建設後に併設されたエンジン寵に入ると．
水'|[jlM1ﾉﾉがすたれた後の1881年に工場の助ﾉJとして段liYされた露文(エン
ジン（現物は消失したため．その後に識ifされたエンジン）が修復ざれ配
iiYtされてある。これは産業史的にみて貴砺な辿産である。ここから第３ミ
ルへの皿路がある。
６階からなる第３ミルは，ビジターセンターの１１１心であるが，エンジン
ハウスからつながっているアクセスホールは，名階へつながっており，ま
たビジターがT:場建物の徽造を観察できるように一部の床を取り除いてあ
Ｉ)，そこで初jU1の紡紬工場の耐火Ilj力'1瓦造犬)|･と鉄fl枠糾みがみえるよう
にI:犬されている。
節３ミルは，ノb1Fl2階がlli筋室にあてられ，５Ｗfかオーディオビジュアル
施投で，４階はいまだ稼助している織物機械が峻水されている。３１{Iｹﾞはセ
ンターのメイン出し物と150席ほどのカフェテリア，２１Wfは`雛ﾉﾋﾉ|(徒たち
の災会篭，１階が倉''1Kとなっている。
センターの出し物のメインとなっている「アニー・マクロードの体験」
は，l990f1Z12ﾉ]のクリスマス特別企両からはじまったのであるが，ヨー
クIlJにあるバイキングミニージアムの仕組みと1r1じょうに，マルチメディ
アを駆使し，前面が開かれている２人乗りのカプセルに乗って，ほぼ１２
分Ｉ１ｌ１にわたって1820年頃のニニーラナークを，伽純IIi像にあらわれる１０
第３表ビジターセンターの入場料
（ＩＩＭｈ認ンＩＦ〕秘呵｜卸鞭輌
f供，シニア
ｑ２０ 
ＬＯＯ 
Ｌ６０ 
２５０ 
'986 
1990 
1992 
1990 
ilHNLCトラストの盗料から作成
イギリスにおける歴史的産難j鰯(のＩＷＦ迎１１Jと観光資源化１０３
第９図ニニーラナークの狐光施没概観図
歳の紡細女l:アニー・マクロードの幽蝋が案内役になって．紹介される(1：
掛けになっている。
博愛的なロパート・オーエンの経燭するニューラナークの典型的な１１１
が岐析の技術を使って示される。ビジターは，ｌ:場の労働者や２'１１fの家旅
に|{}会い，小jt佼の教篭内やピレンジで遊ぶ｣儲|Ⅱi，｜ｲ《息している人々にⅡl会っ
たり，オーエンのiii(!｛;lも'1}Iける。こうした企lIlliは，これまでの博物iirlにな
い企lllliとして(lilllIをこえて好評をhliし，｜(M光雌ｿ,Lやマスコミからも!(.{i<,fli
lliされている。ナレーションには１Ｍﾐﾘi(lバージョンもあって，１９９２年に
訪れたllf，Ｔｉ行も【１１身の水準のＩ蒟さに感心したことをlidしておきたい。
ちなみに紡紙女|=の少女アニー・マクロードの語りを詔介しておこう｡。
＊アニー・マクロードのナレーション｡
「私はアニー・マクロードとＦ１rいます。｜ｻﾞのニニーラナークのllty,Lへ
ようこそ。あなたは，幽雅を(『;じますか。私たちが几えないでしょう。
lＯｌ 
でも私たちは，ここにいるのよ･私の物譜ですって？私は、１８１０年に
ニニーラナークで↓kまれて，死んだのが…（侍を回想するかのように，
１１１１をおいて）…。1820年に，１０歳です。私は，ｊ二場で紡績女工として
ulIいています。１:場は，lII<ためには悪いところではないって，お母さ
んが,.#っているわ。でも気をつけてね，機械は，誰にも止められないの
よ・だから!'；故が起きたり，時々困ったことになるわ。
私たちは，１１１に１０時l}'130分働きます。朝ご飯の時と昼食の時に休
みがあります。代り;はきついけれど，オーエンさんはとてもやさし人で，
ＩｉＩｆよ()もいい人だって，おけさんが言っています。たとえ私たちの働き
〃が悪くても，オーエンさんは，冷たい{Ｉで私たちをみるだけですもの。
私たちは，もしお金がもらえなくてもよければ，結婚することもでき
ます。おｈＩｉさんのエリザがジョンと結婚した時，（Iﾆﾘﾎﾞにすぐにもどった
ものだから，．~:人はI1i火に総鵬しなかったのではないかって，陰口をい
う人もいたわ。
私は（…咳をする)，綿ぼこりがlllliいです。それが髪の毛や満る物に
つくと，みんな』'iだるまみたいにI4つ、になってしまうわ。’１も痛くな
るし。オーエンさんは，外に１１砿}けた(）しない11fは，毎'１」二場の巾を兇
ｌｎ１ｌ)に来ますが，Ⅱ＃々「1分のj翁供を辿れてくる時もあります。１弓場のＩＩＪ
では，オーエンさんは，ほとんど－，弓も`刑しません。ただ私たちを見て．
それから私たちの後ろにかけてある「サイレント・モニター」を兄るだ
けです。それって，llq/りい水でＩ化|(たもので、それぞれの[iliに四つの色
がついていて，私たちかどう伽いたかを色でわかるようにしてあるの。
もしAMだっiﾊﾆら「よくllIいていない」ってわけね。
Ｉ:場の外では､オーエンさんは，とってもおしゃべりです。「インス
ティテュート」の1)lIiWｲｪtのlIfなど，オーエンさんは，良い長い話をして
いました。その１１は，みんな(l:ﾘﾄﾞを休みました。私は，お父さんの作jの
l:にⅡ{っていました。みんなIr1TFしました。時々私のお父さんは，オー
エンさんの物まねをしましたオーエンさんは，新しい「システム」の
イギリスにおける腫史的産Wijjli駿の保存述皿１１と1111光iff源化ｌｏ５
話や，班IjUiや無慈悲がなくなる話をします。私は．それが好きです。
私たちは，’|ﾘ１６[1$に(kr1iを始め，９Ⅱｻﾞに(1:1｢をl[:めて家にA1)って，！'ﾘ１
食にポーリッジ（スコ，トランドの人父のおかゆ）を食へます。私たち
は，ニュービルディング棟の「２つ続きのNIll1l」に１kんでいます。そこ
には，私のお父さんとお母さんと，私のおlIliさんとそのＨ那さん，私の
兄弟２人，妹と赤ん坊，それにおばあさん。おじいさんは，もう死んで
いません。
私のおばあさんは，スカイ脇の111身です。おばあさんは，島を出て新
しい'|{iiiiを始めようとアメリカに秒化して行こうとしましたが，嵐で鉛
が沈没してしまいました。おじいさんとおばあさんは，助けられて，デー
ルさんにこのニューラナークにＩ|き取られてきました。おばあさんは，
今は）)j女(でＩＨＩいていません。お父さんは，おばあさんのことを，もう良
くはない．もうすぐおじいさんのところに行くだろうと言っています。
おばあさんとお父さんは，まだゲーリック,鵜で話し合っていますが，お
ばあさんは，1名場の騒音で，耳がよくⅢにえなくなっています。
家族はみんなで働いています。でも小さい弟と妹のフニミーは，学校
に行っています。この階のリピングストンおばあさんは、私のおばあさ
んよりｲ|《寄りですが，赤ちゃんのllt話をしています。お父さんは，おば
あさんのために，外の井戸から家の''１まで水をjqiんであげています。そ
れに私は，おばあさんに代わって，’１W段の肺除をしたり，伝言を頼まれ
たりします。赤チャンば，いいけど，おむつを'脳かす匂いがちょっとね。
カークホープさんの家は，私たちの隣りの祁膿にカーテン越しに随ん
でいます。ロスさんと結婚している奥さんのエリザさんは，赤チャンが
います。「の階のマーガレット．スチニーワートさんは，お産婆さんで
す。このおばさんは，人が亡くなると弗式のＩｌｔｉｗｉもしてくれます。おじ
いさんがﾀﾋﾟんだ[Ifも，このあばさんがI1tii1iしてくれました。
私のお次逆のイゾベルは，まだ８職なので，に場には行っていません。
私たちは．l111hlI1に一緒に遊びます。Ⅱ＃々私は，オーエンさんの家みた
[0６ 
いに．人がすぐなくて,部屋の多い家に住みたいなあと思います。でも
オーエンさんは私たちにとってもいい人で私たちをよく|M,;`Iiしてくれま
す。オーエンさんは，「南戒山殺し」をくれたI)，１．分のグリーンハウ
スで１Ｍ(た野菜もくれます。オーエンさんは，私たちか幸せになって欲
しいと舟っています。私は，＄};せたと思っています。でも私のお姉さん
のエリザは,ご}{人のジョンと●緒に，とっても述いカナダに行ってし
まいました．みんな`；ってたけど，カウンシルかお金を援助すれば，迷
いところに行くこともなかったの,こって。
私は，オーエンさがⅥんでいるように，１２朧まで学校に行っていた
かったけれど,お金が必要なので10歳の誕/ｌｉｌ１に正場に,ｌ１ｌさにでまし
た。学校はとてもliIiI`1かつたわ・６職になると，学校の２階の教室で勉
強します○先/lHは，たくさん面Ｈｌをしてきます。私たちも、けずにたく
さんIrlMIをしました｡いろいろのことを学びました。一度，ラナークの
町に象とトラを兄に行きました｡先ﾉtは，哉継も救えてくれました。ほ
かの`雅佼に行っているｒ供たちに会った時，先ﾉl;がムチで1,,jくって,,I,い
て，艦さました｡ニューラナークではそうしたことがないから。
私の小さな妹は，まだ２歳で’４歳になるまで行くナーサリーに行っ
て遊んでいます｡そこには，２人の入きい女のｒがいて，Ｎｊｌｉの111話を
したり，お互いに親切にすることを教えています｡学校では，ソj女とも
ユニホームを満ます゜週に３１『jlｲ１１件えて洗樅します。それに散髪や入浴
もあります。
．'職になると，紋篭に移ります。私が４鮫になった時，プキャナン先
ﾉﾋが教えてくれました。織物縦人だったブキャナン先生は，フリュート
を吹いてくれた【)↑歌や詩やIiIL々を教えてくれました。プキャナン先/１２
はとっても|勝負(で，私たちはみんな，先生がIUEきでした。プッジー光/ｋ
は，私たちにダンスを教えてくれました。兇,Ｗｆがたくさんダンスを兇
にきました。とってもたくさんの職と醤か来るので，ダンスの練習をしっ
かI)や【)ました。あるllf，多くのおI11iを巡れてロシアの人111ﾙﾐが,i)【iねて
イギリスにおける歴史的l瀧雛imllAの係（』&運動と観光窟iMi化１０７
来ました。ピレッジのバンドがiliuきして迎えました。（くすくす笑う)。
その刀は，iwf染が雌いだったそうよ。I1f々，］１１に６０人以上の）L学者
が来ます。私たちって有名なのね。
工場で働いている今でも，私は，（|:111が終わると，インスティテニー
トにある,､瞬佼に行きます。２０歳になるまでは，誰でもそうしています。
でもたくさんの大人の人もそうしています。何人ものｲlz寄りが,沈み1Fき
を謀った()．汗楽を楽しみに学校に>'6ます。特別にｉＩ１ｊ潔や'111｣jについて
の講習もあります。私たちは，歌った【)、ダンスをしたり，行進したり
します。
誰も日lM1I1には働きません。’|'にはインスティテュートにある教会や
ラナーク'１１Jの紋会に行く人もいます。ピレッジの｢１１にゲーリックの教会
もあります。マクドナルドさんは，f1iにljrやってきます。ｌｌｌ１ＩＭ１｣が楽
しくない人もいますが，多くの人は，家庭菜園を耕したり，バンドの音
楽を楽しんだり，ポール遊びをしたりして時をすごします。私は，友達
と川のそばで遊ぶのか好きです。オーエンさんは，親切にしてくれます。
第３ミルが焼けた去年，そこで鋤いていた人たちを，ｊ(【!いつづけてくれ
ました。オーエンさんは，私たちのために「ﾔﾋ格形成のためのインスティ
テニート」というのを造ってくれました。それに新しい,Ｗ炎も。それか
ら「病気人1企」というのもつくってくれて，土とい摘気になっても，お
医者さんが燃料で診てくれます。おl隠行さんは．学校にも>|(て私たちを
診察してくれます。週末にお金がのこると，銀行に繭金することもでき
ます。銀行は，お命を安全にまもってくれるし，利子もつけてくれます。
lMF々お金をのこして，ショソプで食べ物や必渓なものをZkKYIうことが
出来ます。
ニニーラナークは，オーエンさんのお陰でよそと違っています。時々
オーエンさんの貯えは，ちょっとばかり変っているようにA1えます。時々
オーエンさんの貯えが分からない'1$もあります。オーエンさんは，とて
も厳しくこわく感じる時もあります。でもオーエンさんは，とても公､12
uOI8 
で親切で，私たちの味万と私は思います。
これか私と私たちの物語です。ニニーラナークとオーエンさんの物語
です。皆さんはもう行ってしまうのね。でも私たちは生きています。こ
こで私たちが触ったり，使ったりした物や，１１４つた筒ｆや，学校で勉強
した【髄紙やそこに'炉ていた床の''1に，生き続けています。私たちは，
過上なのです。でも,k米の－＃Ijでもあるのです。私たちを樋えていてね。
いつまでも、Ｉ（1999イドバージョンの草稿から飛行が訳す｡）
このアトラクション以外は，「1111にⅡ)入りすることができるようになっ
ており，第３ミルのｌ隣は，お'二雌lＷＡｉ（ギブトショップ）になっている。
隣りの第２ミルの３階には「オーエンのウールハウス」とflづけ，エディ
ンバラ・ウールン・ミルの名でお染みの､「毛製ｌＶ１の製造販光会ﾄﾞ1:がテナン
トとして入り，各萠のウール製ＡＩ,を安く販売して，ビジターの好評を博し
ている。
このほか，ビジターセンターによる展示物には，ニューピルデングNiの
[iⅡに「紡織労働者仇宅」があl〕’1820年代と1930年代の労011門'|z活の搬
子か峻永されている。
｜｢1椴の施設に，ピレッジ・ストアがある。これは，オーエンが住民のた
めにｌｊｌｌＩ没した安充I)の会#[:iII鴬のりti1Ili跡であり，1820ｲ｢２代と1920年代の
販売商１V,が腔示されている。またオーエンハウスが，１９９６年に公開され
ていて，オーエンの災絨，賛料などが腿示されている。これらの３iii談は，
各１ポンドの人賜料をとっているが，もちろんビジターセンターの入場料
にはふくまれている。
もう一つの観光1「災としてニニーラナークは，１１[(料で｢1111に公Ｉ)Mされて
いる。ナーサリーＭＩ，スクールllli，さまざまなl)|｢:雌辿晄や朧史的述築物が
参観できる。
またﾉﾋ染料工場，機械［作場には，皮革製品､１１［，家具，千1:妥品，キ
ルト川|:，など職人の{'1.梁の公Ｉ)'１，１:作品の'１Kだがおこなわれている。ア
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ロマセラピーオイルの販売などもおこなわれている。ナーサリー・ビルディ
ングでは人形、人形川家具などの販光がおこなわれている。カウンティン
グ・ハウスの２階には,17本膿もある。
第４ミルの跡1111には，ニニーラナークiU,没101のﾉ1<'|〔が復元されている。
このほか，ニューラナークには，ワイルドライフ・トラストの直鴬するセ
ンターが上染料1:場の一角にあり，lii1トラストの保持するクライドの滝へ
の'21然観察・llik紫遊の入り口となっている。とくにクライドの滝は，イギ
リスでも（j数の滝で，圖さ７メートル幅5～６メートルの大きなもので．
かつてイギリスの代表的画家ターナーもここをiMjれて，この滝を描いてい
る。クライドIllinい放策逆は，風光[ﾘ１MMなＩ'1然をi,Mi喫でき，鹿，フクロウ，
カワセミ，絶滅､11iiiのバージャー（穴熊）をみることができる。
ニューラナークは，１１」ト分にⅢillllをかけて，クライドIll周辺の、然を
楽しみながら，18111紀末の産業建築物と19111紀初めの労働省のﾉﾋ活をLd
lhlして，楽しみをあたえるだけでなく，｜Ni史鰍繊を深め。とりわけ子供た
ちには，ド1:会雌史数台の恰好の衆付を提供してくれる。
（１）LornaDavidson，ＤｅｎｎｉｓＨａｒｄｙＴＨＩＮＫｌＮＧＯＦＨＥＲＩＴＡＧＥＴheCasc 
ofNewLanark，MiddlesexUnivc店iLy，１９９２ｐ,２２．
（２）lpI上,１$，ｐ､27.
(2)iiiH光!]｢災の成功
棚光り「災と()|:イルながら展Ｉ)Mしたニューラナークの(liL存迎勤は，ほぼ成
功したと;ﾄﾄﾞllliできるし，またそのようにイギリスではIilzmされている。成
功したというiil;価の指標は．幾つかのIniでjiHIﾘIされる。
まずそれは，ビジターセンターｌｌｌ１館以来のビジター数の増加に如実にあ
らわれている。ニニーラナークがiliなる施難辿峨として公開されていた
1975ｲﾄﾞから１９８０年には，ビジターはｲﾄﾞにｌ〃人くらいだったが，ビジター
センターをlMj11糀的にIjN没して修復したjuL物を公IMIし，５０ピーほどの安い
料金をとって小さなショッピングコーナーを,挫けた1985イドに，すでにピ
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ジター数は８万人にもたっし，ニューラナークへの関心の高さ，観光ﾘﾄﾞ業
への滞在橘喫を|Wf示していた。1990年１２｣]の「アニー・マクロードの綴
験」の企１mを発表してから，ニニーラナークへの関心は一挙に高まった。
第４表に示したように，ビジター統計は，３種類にわけられている。第
１は，ニニーラナークを訪れ，ｊ１１(料の施投か７７科の施投かを見学し楽しん
だ人々の総数である。第２は，有料の施設に入場料を払って入館した人々
の数である。第３は，Ｎｉｌ体やグループで,|f前に｛j料施設の入館を申込んだ
人々の数であり，これは第２の数にふくまれている。
ビジターセンターの公式開館は1990年のＩ２Ｈｌ４１｣であるが，すでに
前評判も商く，この年には約15万人がニューラナークを訪れ，約１０万人
が入場料を払ってセンターに入館した。その２別が団体であった。
その後，ニューラナークの評判の高まるのに応じてビジターの数は次第
に増川|していった。ビジター総数は，1991年に一挙に約266万人に．
第４表ニニーラナークのビジター数
ビジター総數
10,000 
800000 
150000 
265,550 
３４２０００ 
入場1/f数 グループ入場音
1975～80年
1985年
1990年
1991年
1992年
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年
1998年
103,957 
138977 
149,289 
19,078 
27,407 
32443 
3370500 
360,500 
400,000 
300000 
355.000 
141,738 
145,649 
130,000 
108000 
105000 
33,025 
34,823 
30,000 
25,000 
28000 
注：ＮＬＣトラストの資料による。
ビジター総数とは，ニニーラナークへのビジター総数で，推計数ご
入閣者致とは，ビジターセンターに料金を支払って入場した数。
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1992ｲ12には，３１Ｌ２ﾉﾉ人と前々f1Zの２１Wに｣iⅧ||した。その後ビジター数は
ふえつづけ，1995｛|§には３６万にたっし、１９９６年には，４０〃人にたっし，
5年前にたてたビジター総数40刀人の'11蕊に到達した。
他方，ビジターセンターの入館肴は，1991年には，前年より`l;1Ｈ１近く
ふえ，約ル!〃lj9となり，さらに1992ｲｉｉには14.9万人となった。しかし
センター入場祈救は，1995年に胆L5ﾉﾉ人を維持したが，入場料又払者数
は，開館後５ｲﾄﾞの１１機20万人に大illiiにたっせず，問題をのこし，その後
も入場省数をへらしていく。
明らかに1990年代の後半に入って，ビジター数は停滞し，ビジター総
数も，1997年には30万，1998年には35〃人となっている。とくにビジ
ターセンターへの人場行数は，1996ｲ1113〃人から，１９９７，９８（1{に１０万
人台に停滞ぎみである。
とはいえ，ニニーラナークが，観光地として30万から４０〃人を集めて
いること，１１標にはたっしていないが10万人震度のビジターセンターへ
の入場者をえていることは，全体としてニューラナークが成功したと評価
することができる。後に詳しくみるように，経営的には，センターへの入
場者の停滞は，ミルホテルの|)'１雌によって光分にitわれていることになる
からである。
なおついでながらここでビジターの特徴について若干分析しておこう。
スコットランドは，寒い国である。ビジターの季節変動は，施設の経営に
とって大きな|M1題である。第５菱は，)l別のピジターセンタ一人場昔数の
動向を示したものである。
ビジター数の雫節的変1,1Jは，各ｲ1【によって多少変化があるが，その原1刑
は，おもにそのｲﾄﾞの女(温・天候の変動にある。しかしイギリスの休日のあ
り方を反映して，［{ｲﾊﾟのように季節的な(１，$りが比較的少ないのが特徴であ
り，経営にとっては/j利江傾向である。［Ｍ其の場合は，極端に５ﾉ１，７凡
8)]のビジターが多く，他の）lとの落臘が》ifし<大きい。たとえば，北海
逆の夕張炭鉱j｣!｣鋤'1111[物館のあるクリIilljへのビジター数は，ピークの８)｣と
1１２ 
第５表ノl別ビジター数
Ａビジター総數
[991年 1992年 1994年 1995年 9６ 
Ｍ１ z50C l5DOOO MoOOO 小1.500 6」
２J］ 5.000 17.500 １７`000 20.000 nqb 
３月 12.000 25.OOU 2ＬＯＯＣ ２３００Ｃ ME 
`1Ｊ］ 12`55Ｃ 33.000 35ＤＯＣ 43.000 11.9 
５月 22`OOC 36.000 36.000 `10000 １１」
６月 28,000 33.50［ 32000 32500 I8N9 
７ＪＩ 42500 40.50Ｃ 37DOC Il600Ul 1２８ 
８ハ lＬＯＯＣ 4LOOC dＬＯＯＣ 13000 ＩＬＣ 
９ｊ］ 34.000 270500 32000 27.000 7.5 
10Ｊ 23.000 26DOC 29.000 27.000 7暇
11ノ！ 17.00［ 22DOC Z1000C 2ＬＯＯＣ 鋼８
１２）］ 26DOC 25.000 22.50Ｃ 23000 "GNG 
合ｉｌ 265,550 3420000 337.500 360.500 lＯｕＣ 
Ｂ人場苛激
1991年 1992年 1994年 l995fI； 96 
Ｍ１ 1,826 6.967 3.553 3.525 ２.Ｉ 
２Ⅱ 3.753 5.842 ･1.801 6.167 012 
3ハ 8.660 855.1 7.157 7.815 5４ 
`1月 9.275 15.016 l4Ill 1７，１８ 1１－７ 
５， 14.190 15644 16888 17.018 11-7 
６）Ｉ 15.527 １６．７Ｍ １８`107 １６.I2C 113 
７１且 19`564 19.092 18.387 20.809 Ｍ２ 
８閃 20,601 18.564 190823 18.533 1２７ 
９Ⅱ 山1２９６ 1１００３３ 12.083 10.226 7.［ 
ｌＯｊ］ 9.998 １０`1６４ 10240 lOb12C 7９ 
IlH 8,002 9.365 70937 7`878 S斑
１２k 13.285 l２ｎ３３１ 8.623 9.608 旧＄
合１１１ 136.988 149.289 l４Ｌ７３８ 1`150649 IＯＭ 
rIiNLCI･ラストの置料から作成．
イギリスにおける歴史的産梁in蛾の鵬ｲﾄﾞjiliilillと観光iEi源化１１３
ボトムのｌ１ｊＩのHf兼は，１６倍もある。他〃イギリスは，３倍にしかすぎ
ない。iiM)WiIiljの比較において，即ixにおける州jlOI111Iへの客の集中・混雑
化という１１１Ⅱuiが指摘できる。逆にイギリスのj勘合は，災【１１がある程度さけ
られ，ⅡMIIｸ>|M(が杼しい゜そのｌＨ１１ｋ１は，辿休１Ｍ｝の分llii化傾向である。と
くに１２Ⅱのクリスマス休暇と４｣]のイースター(ｲ(暇がﾉ｣別平準化にrrllill
している’･
ビジターセンター入場省の月別柵成は，総ビジター数より季節性が高い
が．１Ｍﾐよりはかなり低いと想像される。
またビジターセンター入場者の中身をみてみよう。第６表に示した
NLCトラストが1995年におこなったビジター,＃311fｔ（サンプル数364）に
よると，「どこから来たか」の問いでは，スコットランド内からが70％で
あり，今のところビジターの地域ﾔｌｉを強く)又映している。しかし欧米から
のピシターも多く１１％にもたっし，今後の|/,;典拡《大の可能性を示唆して
いる。スコットランド以外のイングランド！ウエールズのビジターも１６
％あり，Ｈ１じく今後の潜在需要を示唆している。
ビジターのアクセス〃法は，ニニーラナークのロケーションとイギリス
の炎imlillllをⅨ映して，マイカーが7`1％にもたっしている。鉄道が１６％
にとどまっている。
ビジターにはリピーターも多く’２１Ijlll以|:が40％もI1iめており，また
31iJl以|:が20％もあり，人気のil･liさを,Ｋ唆している。ニニーラナークのビ
ジターによるil11iⅢiもかなり｢1(jj<，９０％がl1j･疋的に,iilillllしており，その内
60％が「すばらしかった」と闘い評価をあたえている。このアンケート調
査の結果は，ニニーラナークの観光ｌｊｉ業が成功していることを示す指標の
－つといえよう。
さらにニニーラナークの成功の指標は，ニニーラナーク保存連動と観光
`ji梁にたいするirljい社会的評liHiがあげられる。1990年以前については，
まず1971ｲﾄﾞに一辿の建物修復活動に土いし，ニューラナーク協会にシピッ
ク・トラストＴｌ（CivicTrustAward）があたえられた、1986イ１２にユネ
1Ｍ 
第６表ビジターのアンケート調１４ｔ
Ｌどこから営士か ％ ２交通手段 ％ 
スコソトランド IHO マイカー 7４ 
ラナーク周辺 鉄道1４ 1F 
グラスゴー 1111域バス1４ 爪ノ
エヂンバラ 腱距離バス●● ０ Ｈ 
中央スコットランド１１５ その他 ４ 
その「Ⅲ ２１ 合 ,iｌ lOn 
イングランド Ⅱ 
ウェーノレズ ２ 3．ビジター[Lll数
ヨーロッパ 今回初あて８ 5７ 
米Ｍ・カナダ ； 2ｋ]］Ｉ’ 別０
その{11」 ｑＬ ３回以上 2０ 
合 ,汁 1，， ,ＫＩＩｊ F１ 
ｚｋ 
ｌ。 計 10（ 
｢5＝蕊４，ビジターのiFHIi1l ％ にきた人数 qＯ 
すばらしかった BIO 1～２人 IＦ 
よかった GＵ 3～６人 砲
少しはよかった ６ 7～９人 ｌＲ 
よくなかった １０人以上Ｉ ●０ 
,Ｋｕｌｌ ６ ,Ｋｌﾘ’ ２ 
合 5１ ＩＯＣ 合 iｉｌ ｌＯＦ 
注：サンプルは，35.1．ＮＬＣトラストによる1995年７)]１６１]～8ﾉ１１０日の調在
スコ世界辿瀧地域に指定されたことをあげなければならない。これは，初
期灘業/''２命｣川の紡紙Ｔ場およびそのピレッジのＩｉＷｌ１ｉ(とその修復，さらにロ
バート・オーエンの｜｣:会改砿活助の場となったことへの商いiiTlliを示すも
のであった。また'987ｲﾄﾞには，トラストの－述の保存活動にたいし，ヨー
ロッパ文化｢1然迫塵保存凶際協会迎合から，ヨーロッパ・ノストラ・メダ
ル（EuropaNostraMedalofHonour）が授与された｡
1990年にビジターセンターがオープンして以後,とくに観光ｲﾋﾘﾄﾞ難に
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イギリスにおIナろ歴史的産難jKl蛾の侭がjulmhと観光資源化１１５
ついては，1991年に，おもに「アニー・マクロードの体験」企画を中心と
するビジターセンターのｌｆ業に士いしイギリス１６J)Wi,)の「カム・トウー・
プリテン」ＴＩ:（CometoBritain'Trophy)，スコットランド観光局のオス
カーT〔（ScottishTourismOscar)，また'MiililllIliに士いし，ロイヤル・
ダウン・lilllllilDf究所(RoyalTownP1anI1ingll1stilute）からは51.画述成
１１（AwardforAchievement）が授ｌｊされた。
また1991ｲi畠には，数百万人がみるＢＢＣのl1Hi1｢1'1萬後６時前後に放映さ
れるテレビ悉靴「ソング・オフ・ブレズ」に取りあげられ，広く宣伝され
た。
1992ｲﾄﾞには「アニー・マクロドの体験」企11【IiにたいしScottishThistle
Awardがあたえられた。また1995(liには，ノkﾉﾉ充ｉＵを復活させた努力に
たいしユーロソーラーＵＫｒｉ:（Euroso1arUI（Award）が，またトラスト
理ﾘﾄﾞ氏のジム・アーノルドの個人的野ﾉJにたいしScottishBusiness＆
FmanceAwardが授'子された。またイギリス郷rl7ilj開発協会（British
UrbanRegenerationAssociation）からニューラナークの再生努力にた
いし優秀没（BestPracticeAward）が授ｌｊされた。また１９９８年にオー
プンした第１ミルホテルは，９９年３ｊ１に処築と斑境をうまくデザインし
た業HIVらしい1｢例としてシピック・トラスト徴を授与された。
こうした－皿の社会的評lHiは．ニニーラナークの保仔連動と観光躯業化
の成功を,(す'而蝶な指IlIIlである(2)。
ニューラナークのﾘﾄﾞ業の成功は，もう一つの指搬として地域経済への戊
献をあげなければならない。それは，ニューラナークの保存運動と観光Ｉ；
業化がピレッジ内外に多くの腿川を(illllしたことでボされる。
ノｌＭ１ＭＩｌＩｌという場合に三つの側[Eiが考えられる。第１は，ニニーラナー
クの修復・処投鴬務にたずさわったl灯接)([(川であり，第２は，ビジターセ
ンターを['1心とするIUD上､jj紫にたずさわっている11(川である。第３は，ニニー
ラナークのiiM)ﾋﾟｯI業の展開から派ﾉl：する地域繩済の波及効果から1kじるｌｌＵ
接的川1川のnlllllである（第７斐参1KO。
DＧ 
第７表ニニーラナークにおけるIlIH用61111］
人１１
５５Ｃ 
３００ 
ＩＯＲ 
[10[接1111ﾉ１１内トラスト｜修復臨ｌｌキlllII接雁111
1951 
1964 
1973 
1980年代
1989 
1990年代
1990 
1994 
1995 
1996 
1997 
1998 
1999 
35〔
２m 
年llll25C
,Ｐ 
年'１１]１００１年間３５［
５９ 
１００ 
2Ｆ 
１５０ 
躯
船
馴
叩
一
噸
[５６ 
１８０ 
２０F 
注：ＮＬＣトラストの各加涜料から作成。
第１のｉ１ｌＩ１１１については，ニューラナークの盗料によれば，１９８０（|ﾐ代に
はｲ'三間250人が保存活､lのために１１１１川された。また１９９０年代に入ってか
らの保存・建設活勤にも，イI2lllllOO満ていどの延投作業し』が役人されてい
るという指摘がある《３１．補修作紫役人斑金額からみても８０｛12代に劣らな
いかなりの労Ii11者数が)【【:川されたと１１脚111される。
第２の｣【11111は，恒愉的な)Ⅱ{川としてより、i要である。ＮＬＣトラストの
資料によれば，1989年には，ビジターセンター|ﾉﾐlのｌｉＩＨ川は，２３名だった
が，1990年のビジターセンターの''二式オープン時には５９名となり，その
内トラストlX1係が３８僧であった(4)。1994年には，ビジターセンターに
100名近くがklZ川されていたが，トラスト関係は不lﾘＩ。その後トラスト関
係のIlI111Iは，1995年には48名，９７年には５４名，ホテルの開業で98ｲ|そに
は１０９名，1999年８！]現在では１３２名と１１MⅢしている⑤。トラスト以外の
イギリスにおける歴史的l)I鍵迫晄の係ｲF辿助と観光fTiM1化１１７
雇川は，７０～８０名近くにたっしている。
1997ｲｌｉには，１５６名ほどだったビレッジの111[川は、ホテル従業輿が
40～５０名ほどくわわって２１０ｆｌ近くに哨加した。
失業:*(の商いイギリスやとくにスコットランドでは，こうした腿用のｉ１１
Ｉ１ｌは，Ｊ|:常に高く`;liIlliされている。しかもニューラナークのように荒廃し
て何もなくなってしまった地域に２００名以上の111(川を創出したことの懲鍵
は大きい。
ちなみに雁ｌＩｌの職稲iiIi成についてみると，第８炎に示したとおりである。
1997ｲl{｡')]現在のニューラナークにおけるIllI1Ⅱl1fの桃成がわかる公雁Ⅱ１
第８表ニニーラブ･－クにおける！【【{１１１構成
企業名
Ｎｅｗ“narkTradingLld､ 
XewLanarkEnlerpriseLtd・
NewLanarkConservationTrusI 
NewLlmakAssociati〔)【）
IJeritagOEn塵ineermfl■ 
TheDeIpbicGroup 
Extms 
Scotairl〕(hlloons
T1】eKiltCcntTe
TmnlR 
MidRetGems 
ScotliSltWildTrust 
Scottisl1youthHosteいssociation
EdinburghWoo1enMiIl 
ＣＤｒＭｒ１ｇ２111【]（;rosgek
雌筋内審 ＭＨ1審数 配ｌｌｌＨ場所
ＭｉⅡ3`２階
Ｍi113,6階
MilI3，６爵
MiII3，６階
Mil13.1階,６階
MeChanicS`WorkJ2oP 
2,３階
染色工場
MilI3,６階
染色ｒ場
染色に場
ナーサリー棟
染色工場
ウイー･p-
Mill2，３階
デーピフド・デー
ル･ハウス
ビジターセンター 訂０
l鶴』と内''1:典．ｉｉｌｉ修 9 
原存添鋤 白
住宅補''1１
歴史的槻賊鯲の修復 1１ 
刷報技附マルチメディフ. ３１ 
ハンドクフフト ［ 
熱気球J〕I） ６ 
キルト籾釧 、
アロマセラピー・オイル阪光 □ 
ドール川･ハウス蕊111坂売 Ⅲ 
rlfMiPiH ｑⅡ 
ユースホステル経世 【
=，トウエアー販亮 1月
Ⅲ）１Ｋ 1J 
へ咄 Bｉ 1局Ｆ
il;：ＮＬＣトラストの冠１１による。
なおビジターセンクーの堀ij[Hでは↑フルタイムとパートとのⅨ別がされていない。
ここで(.k、トラスl･lMI皿の雁lU故が66商であるが，トラスト会計年fMの畝下は，５１塩
でJ>1入ここには、パートが少し合:klI'ているようで41うろ、
IIB 
第９表蚊近のトラストI則係のllIH用椛成
(1999年９月現在､
枠部スタンプ’符理職 服
トラスト本体 】 Ⅱ 
ニニーラナークIlWIl ； 4７ 
企樂研修・ホテル会社 ’ ４ 5９ 
ニニーラナーク協会 ' 
ﾉｪ ｶﾞl ZI ｛； ｜ＱＣ 119 
荘：ＮＬＣトラストの笂料よ（)作成。
パートタイマーや研修挙止は．これに含まれていない。
者の内訳は，大きく二つにわけられ，第１は，トラスト要員およびトラス
トの付属機関の要員である。第２は，ピレッジ内の施設にテナントとして
人って活動か営業をしている組織の要員である。トラスト系は，ビジター
センターを総鴬しているニニーラナーク商躯に)【lfH1が，５０名（ただしパー
トが含まれているか不lﾘI)，ニニーラナーク企業研修社が９名，本体のニュー
ラナーク保存トラストの職員も５名，兄弟組織であるニューラナーク協会
の職員１名，合計65名である。
第２のテナント系の)【I21IIは，余体の58％を占め，総勢90名である。機
,械肛作工場桃にテナントする企業が３１名，エディンバラ゛ウールン・ミ
ルが１５名，デールハウスにテナントする出版社が１４名，施設内の補修1：
l;を;】ljfﾕっている企業がｌＬＦｉ，また少数ながら木工，皮舟llI工，キルト加
正などのクラフトの作業を見せる1職人も配ifされている。オイル・アロマ
セラピーストも２名いる。ユースホステルもテナントとして４名が｢１１央組
織から派泄されてきている。スコットランド･ワイルド゛トラストが染色
｣二場の一角をテナントして，３名の係貝をおいている。
第３のIIJ;川創１１１は，間接的な〃l』川illllllである。ｌ}：確な盗料はないが，９０
年初めのトラストの盗料によると，ニニーラナークのﾘﾄﾞ業が外部にあたえ
る綿済効果を，IllH川の[liTで350名の)【[XIlliilllllと]FillIしている僻１°その内，
265名がラナークシャーのⅢl1m釦|}lであるとみており,ニニーラナーク周
辺地域への波及効果の人きさを示唆している。
イギリスにおける歴史的産業迫賦の保存jumillとtM允盗illli化１１９
脈かに３０〃から４０〃名の人々がニニーラナークをﾎﾞﾉＩｊれることは，ビジ
ターセンター内に膨大な入場料と滴ff金額をおとし，節ｌに，センター内
でMnｍされるさまざまな商品の外部からの供給，キャンティーンでilIiY1lさ
れる食料品，その他の資材の供給は，膨大な滞奨をｉＩｌＩＬ，地域締済の活
Ｉ１Ｉｉ化に瓜献しているはずである。また多数のビジターがビジターセンター
外の地域でii1jjHiする金額もまたかなりのものであろう。たとえば，ビジター
がニニーラナークの周辺のガソリンスタンドで職人するオイル代金，パブ
やストアでの消炎額，などもニューラナークのＡ１辺経済への波及効jILであ
る。
以上のように､ニニーラナークは，地域にに11111ⅡをｈＩｌｌ}し，ｌＵ｣域維済の
iiWh化にﾉ<きく此献することに成功していると,;iFI1liすことができる。
（１）IIll欄「夕張炭鉱遺蹟の観光fT源化について」『綴済,僅林」第67巻鰯１}j･，
1999年７月↑参照。
（２）受徴については，ＮＬＣトラストの資料による。
（３）ＮＬＣトラストの資料による。
（４）Iili渦ＴＨＩＮＫＩＮＧｏＩＨＥＲｌＴＡＧＥ，ｐｐ､73,75.
（５）ＮＬＣトラストの資料による。
（６）liii掲ＴＩＩＩＮＫＩＮＧｏｆＨＥＲＩＴＡＧＥ，ｐ74.
(3)経営１下ｈＭ
雌後にニニーラナークの観光r};業の経営問題についてふれておきたい。
ニニーラナークの保存と観光Ｔｌ｢業化のためには，トラストの盗料によれば，
１９９１年頃までに１０００万ポンド，１９９７年までにほぼ２５００〃ポンド（１ポ
ンド２００１ﾘで５０億11]）が投盗されたといわれている(Ｉ・イギリス，スコッ
トランドでは，もっとも士地，建物資醗そのものは商<なく，ニニーラナー
クの係〈Fと観光|)M発畑１１は，｜:地の新たなjlY1Ilや新しい処物をA1てること
がほとんどなく，もっぱら建物の修復だったことも，投溢額が比'佼的低く
IDIえられているHllIllである。
1２０ 
｝１本のりf例では，土地を取得し，新たに建物が処てられぉケースが多く，
それだけ畑11がかさむ。たとえば，夕張市の炭鉱１４物鮒化１F染をみると，
そうした槻が強い鷲。
これまでの投盗金額の細かな内容については不lﾘlだが．l983fﾄﾞから新
しい刀針のもとに，ビジターセンターUM談以後のりｊｌ１１ｌは鑓)Ｕ１らかになる。
1983年に観光化と並行して保存述動が腿Ｉ)Hされたが，すでに指摘した
ように，とくにビジターセンターの【'1心施設となるインスティテニート桃
と節３ミルの改修１f業は，ナショナル・ヘリテージノ』§金から盗金lMIljされ，
Ilil辺瞬鞠の惟IWiには，各政府系機関がiilらの憐余によっておこなった｡
1986年から1989年にむけておこなわれた３ｹｲﾄﾞI1l1111iの投盗の内雰は，
すべてL1j成金・寄卜1金であったが，第10炎に水したように，この溢金１１１１
述の|ﾉ崎は，ビジターセンター|)M苑３ｲ|:|Ⅲプロジェクトの寄付〈ih-ljMf
(Listo｢Donors）によって1川らかである。
このプロジェクトは，ビジターセンターの処投であり．』し休的にはイン
スティテニート，エンジンハウス，第３ミルの修復と「アニー・マクロー
ドの体験」施設の設慨であった。
総YH川は131が1684ポンドであるか，公的機1Mからの寄卜Ｍ１余が，／偕
休の８５％になっている。公的資金への依ｲﾄﾞ度がIHIかつたことがわかる。
しかしこれは，イギリス政府（スコットランド政府もふくめ）が，ｌＭｒな
}腿史的瀧業辿敬の保存に十全な理解を示しているものとpH解できる。
公的資金からの補助金も，補助対象の欄巡によって名〃IIllからおこなわ
れていて，一つの機関に集中していないのも特徴的である。
こうした資金源の分散も，トラストが怠悩Ｉ的に努ノルたことがうかがえ
る(】)◎
公的機|臭1からの盗金の1ﾉl訳は，スコットランド｣山刀機１Ｍと｢１１央政lif系の
機IRIとにわかれているが，iii荷が４剛，後,Lfが61111の比*<である。IMi行の
2機ＩＨＩは，ヘリテージの傑作のための機ＩＸｌからのｉｉＩｉ助命であり，後貯は，２
｢1治体からのI11il1ﾉ１１と，スコットランドのヘリテージ雌が機関とliM光川)から
イギリスにおける歴史的I鞭Nli遺蹟の保存迎勁と観光費iilii化１２１
第１０表ピジクーセンタ-111兆プロジニクトの寄付団体fi一覧
（ＩＭＩ2万ポンド）
公的機関
HistoricScolMnfl 
StrathcIydcReRIionalCouncil 
Cly(ＩＣ$dalcDis(ricLCollncil 
NatioI】alHeritageMemorialFund
ScottishTouristBoard 
Eu1℃I)ｅａｎＣｏｍｍｕｎｉｌｙ 
(Pl･eservationo仏rchitecturalllcl･itage）
民１１１１トラスト
CarncgicUKTrusI 
ClotllwoTkersFoun(lalion 
MonumenlTrllsL 
EsmeeFairbail.X1CharitableTrust 
TudorTrust 
2ｌ０ｔＩ１ＣｒＴｒｕｓｔ 
企蝋
CooperaLiveWhoolesalesSociely 
Ｄｏｔｈｃｒ 
個人鞭
l１Ｌ８ 
19.7 
８．０ 
１２０ 
３ｑＯ 
３Ｆｌ５ 
８？ 
16.1 
踊
踊
一
鋼
一
即
、
1月
1.0 
03 
四０
ﾒエエコ 【;｝ l３Ｌ５ 
tl1・LomaDavidson，ＴＩ【ＩＮＫＩＮＧｏｉＩＩＥＲＷＡＧＥ,ｐ､68.より作成。
のiUl光|川発Ｍ１助命である。
民IHIのトラストからの澁金援助も12％ほどあり，少額ながら多くのト
ラストから支援をえているのが特徴的である。その他の企堆，個人の寄付
も合わせれば3.6％もあり注[-1される。
1990年に一応ニニーラナークの保存と観光化が端緒についたが．ＸＬＣ
トラストは９０ｲＩそ代に人って，すでに述べてきたようにさらに保作と観光
化の允火をはかった。その資金の]1k人の支援劉機ＩＲＩは，「１ｺ央政I|:f機ljL1である
1２２ 
ヨーロッパ地域1淵発基金（EuropeanRegionalDevelopmentFun｡，以
後ＥＲＤ』1余と略す）からのものであった。｜[ilJf余は，ニューラナークの
環境保全と観光１｢業の充実のために，１９９１年から１９９６ｲ|;までに423.5〃
ポンドの巨額な助成金（Grant）をあたえている。
その内訳は，第１１表のとおりである。その支'１１で大きい項{|は，第１
ミルの修復とホテル化のための資金で，308.7万ポンド約全休の666％に
もたっしている。残りが，ビジターセンターのための斑境粧Ni，！'{し物の
改灘，いまだ未完の建物の修復費などにあてられた。
もっとも各種プロジェクトのための盗金では，ＥＲＤ」１１余のｎＩｌ１はⅢ
1996ｲﾄﾞまで45％であった。したがって55％がその他の文援機'１１１からの支
第１１表ヨーロッパ地域|)M発｣,1金（ERDF）からの｣Uj成金
（IllM[〃;'1ンIF）
プロジェクトfH
lXl境改iWL1l業(駐Ili場，紫観整Mi）
節４ミル跡のｊｌｌ観誰lWi，水JIK復元．機械作染賜!｛繩１１
ビジターセンター充爽(発電機復活,クリスマス特別M化物
ナレーションの外国語版制作，ピレッジ・ストア修復）
節ｌミル修復第１ｉｆ両
第１ミル修復第２;Ｉ１ｌｌｉｉ
ウィー・ロ－のユースホステル化の補修
ビジターセンター充実（動〃復元作蕊労働荷仇宅公１１１
オーエンハウス改修）
I;ｌＺ１ｌ[場拡張
節２ミルの南外壁補修
広場斑境の改善
ピレッジ標識投慨
アニー・マクロードの体験の改醤
第１ミル修復第３!;|･画(インテリア部分）
合Ⅲ.
文給ｨ|：
１９８６ 
［９９１ 
Illiluj金荊１
，１０．０ 
１００ 
1９９２ 100 
'993 
1993 
1993 
川畑一郷
● 
IlU9X 20Ｊ 
】995
1995 
1995 
1995 
1996 
1996 
山翻一晩鋼一睡岬一幟
ｉｉｉ、ＮＬＣトラストの哲1(:|による「
イギリスにおける歴史的雁染逝&'iの係|ｲﾒ述勁と観光茂ilii化１２３
援であった。それらの機UL1は，ラナークシャー|)M発機Ｉ１ｌｉ，ヒストリック・
スコットランド，スコットランド観光1,,〕，ストラスクライドjlu域カウンシ
ル．クライスデール地域カウンシル，サウスラナークシャー・カウンシル，
スコットランド1.1然ヘリテージ，その他，トラストや民ｉｌＩ１企難や個人の寄
付であった。
1996年以降については，日ｲﾊﾟでも(「満なナショナル・ロッタリーとよ
ばれる宗くじⅡｲﾄjlによるヘリテージ・ロッタリー雑金（HeritagcLotterv
Fund）からのlMj成金が注目される。1996年にヘリテージ・ロッタリー型
金は，第１ミルのホテル化をすすめるための内装資金として180〃ポンド
を文絵した。
なお第１ミルのホテル化のため，１９９０ｲﾄﾞの!;'1[hiでは３００〃ポンドはか
かるだろうと]らilIllされたが，ＥＲＤﾉ,1余からの300万ポンドをふくめると
500〃ポンド（約lOliilq）近くの投盗となった。
またオーエンの学校は，ヘリテージ・ロッタリー感金のiIli助命をえつつ
修復T己亨がおこなわれており，2000ｲﾄﾞにオーエンの学校数行の思想を紹
介しつつ公DMされることになっている。
以上のようにニューラナークのlWj:と[M光化には，国家溢金が人1,tに投
盗されたが，文化政鑪，環境保全政簸，地か|)Ⅱ光政策などをおこなう機関
からの補助金であり，また民間の」I;金からおこなわれ，初jUjをのぞけば，
債務による黄金,’3途をおこなっていないことが特徴的である。化災のボラ
ンタリー活動や民１１１１の寄付にもささえられながら。無EMのない２１１実的な資
金計画のもとにおこなわれた。
岐後にトラストのﾘﾄﾞ業経理についてiniiliに分析しておきたい。さいわい
1996年から９８ｲＩｉまでのトラストの会`||･年報を閲覧することができたので，
ごく股近の'1i難経FMの特徴を明らかにしておこう。しかしトラストの組織
が複雑なだけでなく，資金の出入りは，Ｊ１：fiirに復雑で．経１１M円群がわかり
にくいが，ここではiiW略化して分析してみたい。
第１２蕊は，ＮＬＣトラストの1M猫のIlH典を示したものである。トラスト
IMB 
第１２表ＮＬＣトラストの財扮バランス
(111位ノノポンド）
1９９５ 1996 1９９７ 199Ｆ 
収人
寄付雑収入
利ILjlX人
frlf料収人
修復1)i１発投溢へのhli助命
人('|:f1finr理費へのlllilUII余
(hliluj命令iil･）
繰越し収入
下部機側の事業収人
収人介,i1
hli助命′収入合iｌ
2-1 ５７ １， 皿一訓幽咄獅一池一叩泗”｜趣
鯛5 師 鋼８
１０用 9.7 18KO 
51.Ｃ 6６０ 324Ｍ 
11, '３月 ＭＪ 
6２２ 7９５ 33Ｍ 
$粥 邪 6凪
190 ２Ｍ 27J 
lＯＪｗｌ '３２時 384.2 
5９４１ ６０」 ！;f鋼
文１１１
ピレソジ修復投盗
教行文出
ｌｌｆ１鑓'.[伝
綿↑ｊｉ１瓶１１維持！？
′ｋ ｉｌｌ. 、
剰余〈1}：
トラストファンド総抓
5ｉＬＥ 72円 3F凶GH8 ４２．４ 
ａＯ 
１９．８ 
２８．４ 
９２６ 
２７．１ 
２６４４ 
塀； 【１７】 :鴨
IBD i３．１ '8H； 
９２ 1３６ 1２．２ 
2５０７ 70.1 1026 
34.3 2９７ 鰡臨
203.8 287用17,1.1 
沖．ＮＬＣｌ･ラスト会Ji`ｲIZ1Mから作成「
の収入は，おもに①illi助命，②lWI瓜機|郷からの'１｢紫収益，③テナント料や
利ｒ、蒜付の３F１１である。
補助金は，二つのカテゴリーにわけられていて，一つはピレッジの修復
環境櫛ＩＩｉなどのﾙｶﾞ苑投資のためのNi助金であり，１９９５年以来，一般的に
はｲ1;猟`１０ﾉjから６０ﾉJポンドの肋１脚k準で１１(i移している。９７イドは’鋪I
イギリスにおける歴史的産業j､蹟の係が巡勁と観光資源化１２５
ミルのホテル化の改修費用が特別に助成されたために，324万ポンドにも
たっしている。もう一つは，人件費・杼JiIl1luへのhli助金で，１９９５年以来
柾イド１１〃，１３ﾉﾉ，１４ノァポンドと推移し，１９９８ｲ12にホテルがオープンし
てホテルのためのマーケティングiluがjivlノルて３０ノノポンド近くに墹加し
た。後に２稲の内容を詳しくみる。
つぎに附臓Ｉｊｊ蕊からの1;業収雛であるが，ビジターセンターを巡営する
ニニーラナーク商ljlと，施設を補修するニニーラナーク企業研修社，後に
ホテル会#I:に吸収された，２団体からの純益がトラストに還元されている。
1995年の２０ノノポンドから漸次轍加し，９６{1:２５万ポンド，９７年２７万
ポンド，９８イド３１〃ポンドと，‘IF業絲↑ｉｉの好凋さを示している。
その他の収入は，ニューラナーク内で常堆を噛む各航業荷からの処物丘
lf料で，行ｲ121()ノノポンド前後に樅移し，かなりの額である。利了収入は，
トラストが|IMI瓜組織などへの投盗への利ｒである。その他に寄付や雑収入
がｲﾃ千ある。
総収入の内，Ｍｉ助金の占める比率は，９５年には５９．６％から次第に低「
し，９８年には４１．７％にまでなっており，iili助命への依存度を低めている。
もっとも役frが将来なくなるか減少すれば，、１１然補助金への依存度は激減
することになり，経営的な見通しは|ﾘ1るい。
文１１}では，仰ｒｉ修復関係への投盗又'１１が過1tを,liめており，近年ljU充7〔
伝fRなどへの文ｌｌｌが1M川しているのがll1Xつ。
収支バランスはjAL字で，収入の３別近くが余剰金として，ＮＬＣトラス
トファンドに職み１１/:てられ，将来独｢1の|Ｗ；修復避川のためにプールされ
ている｡トラストの耗営の健全さをうかがうに充分である。なお支出にお
ける人｛'１:変部分については，人(''二変の算定が複雑なため，ここでは算定さ
れず，別途に塊１１１されている。
第１３友は，ニニーラナークの1([１１１１蹄の人Ｉ１Ｍｉを算定したものである。
ホテルオープン以iiiはほぼ32万．３３ノノポンドド'１１腿であったが，ホテル燭
錐llI1蛤によって６３ノブポンドに｣勅Ⅱした。人(｣|:'（!fは．トラストのた必にⅡ!【
1２６ 
第１３表ＮＬＣトラストの人件HIfと狸11
(単位ガボンIF）
人11
.18 
４９ 
州一郷一Ｗ
人1１
５４ 
１０９ 
人('１畑
３３８ 
６３７ 
1９９５ 
－ 
１９９６ 
1997 
199Ｆ 
征：ＮＬＣトラスト会JlII:棚から作成。
人件YHは，随金および社会保障費。ちなみに’999年９)】には人１１は132である‘
撰lM1いているスタッフの人('|:ji1fと附巾j組織で働く典11の人('|:賛の２菰があっ
て，Iifi者はトラストの綴ｉｌｉ管皿YHのｌｌｌにふくまれ，後ﾅﾁは，附属組織の禰
日llfRの''１にふくまれているが，！i瀞'11は木lU1である。
さてトラストの収入の内，補助金の内容についてみてみよう。第１４炎
は，トラストへの行機側の目的別助成金を示したものである。すでに助成
のパターンについては,Miじてあるので，排しくはふれないが，すでに指摘
したように，トラストへの補助金は，保存修復jl1iとトラストの人件liIfi1:''１１
趾への補助の２iTiであり，すべて寄卜Ｉ（domations）とか助成金（grant）
とかよばれる無倣の給付である。
節２の助成金は，おもにトラストスタンプへの人１１Ｍ(助成とビジターセ
ンターの特別な曲111,たとえばミレニアム対策?１，．，.[伝広告没などである。
つぎにビジターセンターの収支をみてみよう。第１５糞に示したように，
収入は，２附属組織からの売上げ（ビジターセンターへの入場料，センター
のキ･(,ンテーンの光上げ，ギフトショップの充｣ｮけ'，企災(ﾘﾄ修会ﾄﾞ'二の収入
など）である。1995ｲﾄﾞは94ﾉjポンド，９６年には93ﾉJ，９７イドには888ノノ
ポンドと売上げ収入は，センターへの人場者の減少傾向を反映して．iWi減
している。
しかし199841二にオープンしたホテルの光上げがllfUMで，５７．７ノノポンド
の光上げを記録して，総売上げを1998ｲlRに大l編に1川Ⅱさせており，ホテ
ル経営の成功を証ⅢIしている。
光'二げ額から版ｼI&コスト・祷理ＹＬＦｌＩｒを差し引いた額が，純統である
が，1995年の19.6ノノポンドから次第にlilHjⅡし。９８fiiには31.1万ポンドに
イギリスにおける歴史的瀧業迫践の保存述勁と観光資源化１２７
第１４表ＮＬＣトラストへの団体別目的別の助成金
（111位刀ポンド）
没資開発補助金
R1oQ711Q9R 口的|Ｊ１体塩 1９９６ 1９９７ 
第２ミル南外壁
第１ミル修復
駐Ili場拡鵬，標識
環境催術
｢アニーマクロードＩの改遡
9.0 
02 
66 
LanaTkushire 
DevelopmenlARcncy ２０(１ 
1Ｆ 
５
Ｆ
 
■
▲
 
３
０
 ２８ 
[８６ 24」 1Ｆ 小 計
｢アニー・マクロード」の改善
第２ミル南外壁
駐W[場拡張､標識
第】ミル修復
広場環境整川『
２．４ 
５．０ 
２２ 
１，４－Ｆ 
４`4 
18.7 
10.9 
ＦＲｎＦ 
胆
吋
一
”0-4 
34鯵 1３４７ 小Hl
RiR1ol･iｃＳｃｏｔＩａｎｄ 第２ミル南外壁
概識
ダブル・ロー修復
ロパート・オーエンハウス修復
２３ １
９
２
７
 
Ｐ
■
■
二
戻
り
０
０
０
１
 
1６．４ 小計
EsmeeFairbaimChari‐ 
lableTrust 
SouthLanarkshirc 
Council 
Scotmid 
Co-opUnion 
NalionalHoritageLot・
ｔｏｒｙＦｕｎｄ 
その他
計▲、【ユ
第１ミル南外壁 １Ｆ 
ビジターセンターの改純 611 0鹿 61週
第１ミル修復 Ｏ】 nJ 
ﾛパート・オーエンハワス修復 0.F UH8 
第１ミル，ウォーター
ハウス修復
159-4 来日：
0.7 
,11.6 ３２Ｍ ７１－４ 
注：ＮＬＣトラストの会計flz慨から作成ｃ
lｌＦＩ 
第１５表ビジターセンターの街難収支
(H1位万ポンド）
1９９５ 
－ 
94.とＩ
1996 
９３．５ 
９２．９ 
４．４ 
－３ＬＯ 
６２５ 
－３８８ 
０．２ 
２Ｍ 
１９９７ 
８８．８ 
８７.Ｃ 
４６ 
－２４．５ 
63.8 
-369 
０．２ 
27.1 
1998 
146.7 
89.0 
５７．７ 
－３５，９ 
１１１．０ 
－８０．５ 
売上げ額
内ｉｉｉ』}Ｆ
内企漿研修・ホテル企業
販売コスト
組利益
行理没
利了
純然
３４６ 
６０１ 
－４０．８ 
０３ 
１９６ 3１１ 
注：ＮＬＣトラスト会;|年栩から作成。センター全体の数字は，内部調皷ずみの数字であり(付属組織の１１１純な合計ではない伺
Ｉｌｌ１びている。ビジターセンターの経営がIllri調に進んでいることを示している。
以上のように，ニニーラナークの観光覗難は，とくにホテルのDM梁によっ
て完全に成功していると！;iFlliできる。
第１６表は，ＮＬＣトラストへの人ＩＭＩ・ｆｉ:理費への助成金を示したもの
であるが，各年まったく'１１]額ではないが，１９９７年には，人('|:1.ｔへの補助
が53,740ポンド（37.4％）で，その他の管理笹が89,945ポンド（62.6％）
である。人'|:斑は教育拠当スタッフとljH苑}11当スタンプの２ｆｉにたいする
人I7Miである。符皿蛮には，いろいろあり，年度によって少し異なってい
るが，ミレニアム対箪費とか，パンフレット作成へのItiliuとか，ホテル開
館に対応するマーケティング卸11,常業liiji略を立てる計1111Ｍ(とか，経営を
補強するためにiili肋されている。
以'2，ニューラナークの経営1ｉＩ１ｆを櫛lliに分析してきたが，膨大な補助
金によって通常されていることもＩ下尖である。ＮＬＣトラストは，１１立的
な経営を目標にしており，,ｊｉ炎hli助命への依存皮も低下してきている。節
１２衣をもう一度みていただきたい。もしもピレッジの修復が終われば，
この部而への助成金はなくなるはずである。
イギリスにおける歴史的雌雄辿蹟の(Iilｲﾎﾞ辿勁と観光盗iMi化１２５
第１６表ＮＬＣトラストへの人件鋭符IIl1fY助成金
（｢11位ポンド）
人('1:世行FIMlllli助金
1996１９９７１９９８ 
1,15129,69529895 
10,90022,09522,095 
33.30033.92533.925 
[･』］体塩 Ⅲ１Ｍ］ 
Sou1hLanarkshireCoun． 
｢、
教育ｊｌＷｉ
開発ＩＩＰ１１
行pl11Y
ミレニアム対襲
パンフレソト補助
ホテルコンサルタント潤
鴬蝿,illli'Ｍ１
［
【
〕
戸
【
Ｕ
Ｐ
肘
〕
（
ｕ
）
【
ｕ
）
ｎ
凸
侭
Ｕ
ｎ
Ｖ
ハ
ツ
，
９
□
 
（ｕ）、〃』、『リ
ハ
ニ
、
〃
】
ｑ
Ｕ
’'151 
0,900 
3,300 
16.000 
5,000 
4,312 
2,500 
97,727 
34,965 
22795 
小計
IIistoricScotland管理YU
LanarksllireDevelopmcnt開発|[ｌ
Ａｇｅｌ１ｃｙ薯，－
61,35185,715 
33､300３３９２５ 
ｌｕ､１１
ミレニアム対策凸
営錐,illIlIiYf
2lb･'5０ 
１６０００ 
22095 
2500 
25295 
138,214 
330 
296.531 
小囿ｌ
ＥＲＤＡＩ金
その他名in小団体
へ 爵１１ｺ 
37..15022.095 
マーケティング
教育iIl､'１ 3,380L95C 
l3a481114a685 
注：ＮＬＣトラスト会i1fIzfHから作成ｃ
奥〈l:ビジターセンターの純赫は，人('|:斑・箭ＩＩｌ１Ｙｌ助成金をこえている。
すなわち，人件蛮・打FM蜜へのiIli助命は，1996（1；から135万ポンド，１４８
万ポンド、２９７ノノポンドであったが，ビジターセンターの純lWEは，１９９５
年から196万ポンド，２４.`1万ポンド，２７．１ﾉﾌﾞポンド．３Ｌｌ〃ポンドであ
り，補助金額を滞-1ニヒＭっているのである。もし人('|:賀・衝II11fYの補助金
がなくなっても，３，Ｍ【のビジター数が維持されれば，ビジターセンターの
純収1Kでなくなる人|'|:Y酢祷lJu幽柵i助部分を光分にlWi先することができる。
補助金なしでセンターの経営がおこなわれる１１能性が光分にある。
人件f趾行理iHl}iIiluj企がなくなるというシビアーな状況は，イギリスの
文化Ihli火辿確保批政苑からはFjuIしえないが，ニューラナークのiiM光'11:難
１３〔
が，厳しい状況卜でも充分にl耐えうる休磁を備えていることを証IUjしてい
るといえよう。
（１） 
（２） 
(３） 
ＮＬＣトラストの内部資料｡
詳しくは，lMi掲拙繭「夕１１i炭鉱遺蹟の観光資iIi(化について」を参照･
NLCトラストの各郁のHf料には、そうした指摘があるの
おわりに
以上のように，小論は，イギリスのl1imにして有ﾉﾉな産業迫職の保存巡
勁と復元した産業過般を観光盗源とした観光Ⅲ櫟をみてきたが，岐後に，
ここでニニーラナークの保存迎助とその観光化についての感想を述べてお
きたい。
第１に私は，この論文を＃き終わって，イギリス人は民間・政府の枠を
こえて，歴史的な産業過ＩＡｌｔを大切に保存しようとする強烈な意識をもって
いることに，改めて感心させらｵ'た。それは，イギリス人の文化水準の,断
さを証明していると評Ⅲiできる。
しかしそうした怠識は，－(ｿIにして出来上がったものではなく，イギリ
スの長い歴史の中で，端われてきたものであることを，われわれは知って
おくべきである。
もっとも，【!fいものを大切にする発想は，１１本のように木と上と竹でで
きていた延物とちがって，イギリスの場合はレンガや行でできていて耐久
性が群し<長く，また地鰹がなく樅進物の雄て方が単純にして烙安である
というイギリスの特殊2lPIiIjに根拠をもっていることも事実である。
しかしそれだけをもって，イギリスの迫班保存逆動を｣qU解することはで
きないであろう。たとえば，［]然や風jjlを保護し，歴史的な建物・文化を
I遡ってlKlLLL-股に公開してきたボランティア活jliIであるナショナル・トラ
ストは，100｛1三以上にわたる朧史があり，イギリス人が反い'M1，｜i]然や朧
イギリスにおける雌史的I躯Wi遺蹟のｌＷＦ述勁と観光巌ilIli化13］
史や文化を人切にするためにiII)知れない努ﾉJをiiHみ上げてきたことがわ
かる。厳染辿蹟のlwFjili肋もまた，そうしたナショナル・トラスト迎皿jに
みられる121然・風l;t・l1if史的過Kjliの保存迎勤の災い歴史的な悩みの成果の
上に成り'わているということである。
第２に，イギリスの箙堆過RIlt際(jjuililjが，’'１火政府や各段Ⅲ'iの内治体の
手I'ﾉい係,通と理解のもとに，トラストjuiiIiIとして，ボランティアによる災
間のﾉﾉで強力に，しかも熱心におこなわれていることに改めて感心したこ
とである。
イギリス政11VのJ)i｢i堆辿雌保Yj巡1,1にたいするｌｌＩｌ１ｉ盤は，膨人なIlli助金によっ
て１Ｍ政化されているが，それは11本のように、無i汁画なばらまき行政では
なく、陵I0ltil画のもとに，実に肝炎に，かつI1Liliにおこなわれているので
ある。
しかもその保謹が，１１本にみられるようにどちらかといえば，お役所的
な産難保捜にあたえられるのではなく，ｉコイ:的にポランタリーにおこなわ
れているトラストjilhlillに，与えられていることが典に強烈な'1]象を与えて
くれる。｜｣木の場合は．自主的であれば，それだけ政府のｌｌｉＬＭＩｉが薄くなり
がちである。また雌堆遺毅保護の！【体も，安易に第３セクターという方式
がとられている。
しかしイギリス政府は，産業迫ｈｌの保存文持機関も，fliなる補助金のば
らまきではなく、（1Liltに係rF述動の典価を|Ｍ１いながら，質的に商い保ｲｨ
迎jillをL戦１１に文援しているliJilrIに，われわれはｉ11｢1しなければならないだ
ろう。
第３に([Iより，私は，ＥｉｉＥなI{if史的文化的雌難遺蹟が，奴光資源となり，
観光１F蝿をつうじて(!l（〃され，維持され，人々に公開されていったという
ﾘﾄﾞｿﾐに，改めて感心させられたことである。しかもそのiiM光１１i潅化が，ト
ラストのものでj｣､俗に陥らないように，また利維-12義にならないように１
分に供iltにおこなわれていることである。まさに観光ﾁl:業化が、的ではな
く，あくまで手段であり、ｙＬの｜]的が瀧難世『｣'[の保存と維持なのである。
１３？ 
また日本政府のlllij山金の場合は，夕服炭鉱辿雌の係作の'１１:例にみられるよ
うに，産業辿峨をIILに理解しておこなわれるというよりは，１)謄炭地の'１iな
る過疎化対鑓，雌業政策の後始/|<的な印象が強かった。産業j蝿'【の観)ﾋｲﾋ
ｿﾞﾈ業が，遺跳を水､11に係序しつつ，その辿賊を有力な観光溢源とすること
が可能なのは，やはりイギリスに１世紀近く馴染んできたトラスト述動と
いう序征があるからなのである。
私は，改めてイギリスにおけるトラスト辿助の体大さに心を､)かされた。
ついでながら擶揃しておけば，私は，１１Ｆ，ナショナル・トラストを取り
上げて，とくにレジャーや観光のためのトラストにはたしている役割を検
討しているところである。
第４に，ニューラナークの保存巡助は，ポランタリーによっておこなわ
れてきたが，もちろん政府の保挫なしには笈9Aしなかったであろう。逆に
この迎動は，・股の民衆によっても，父排され協力をえておこなわれてき
たことを無視してはならない。この点に１%lしてもっとも印象的なことは，
すでに指摘したことであるが，ニューラナークの保存運動の初Ⅲ|に，一般
の住民が，醤の労Uii部k宅を購入して，係ｲﾎﾞ巡動の笠)ijを経減することに
協力し，そこにＩ１ｉみながら，歴史的｣)跳辿雌の保存に脇ブルていることで
ある。今なお，蚊｝)iの住宅に２００名近い'|j民が)片化し/|:柄して，ニュー
ビルディングとかロング・ロ-とかいった片の紡績労働行の仇んだ建築物
の保存・維持にM1ﾉﾉしている。時にはプライバシーを覗かれたり，不愉快
なこともあるであろうが。
またＮＬＣトラストは，ニューラナーク友の会（FriendofNewLanark）
といった支援組織をつくって，一般lIi比の|ﾙﾘﾉﾉをもとめている。ナショナ
ル・トラストのように全[Ttl組織ではなく，１１１発の遺産を所〃し怖'l1してい
るだけの小さなトラストなので，会且数は多くはないが，ニニーラナーク・
ピレッジのl1j氏とともに，ニニーラナークの保存維持に協刀しているので
ある。
夕張炭鉱の辿勵'1を仰がしようというlUi，こうしたことがおこなわれなかつ
イギリスにおけるI腱史的パ:瀧迫戯の保存迎ImIjと観光蜜iH1化１３８
たことか，対照的である。
第５に指摘するとすれば，ニューラナーク保存トラストの献身的な努ﾉﾉ
とすぐれたアイディアに感心しないわけにはいかない。ニニーラナークの
保存迎動で注目したいのは，保存迎勁のなかで，オーエンの思想を/'2かし
ながら，修復[］〔には，建設作業のトレーニングをおこなったり，ホテル
は，「トレーニング」ホテルとして，ホテル学を学ぶ学生の研修所をも』［
ねるという非常にユニークなアイディアを取り入れ実施していることであ
る。また1930｛12代の水力発喧機を復添させたか，その屯力をスコットラ
ンド1E力に光って幾ばくかの利雛をえていることも指摘しておきたい。
iliに「ハ。もの」をつくって人を染めるだけの観光1川発の!]1F代は，とう
のＨｆに過ぎ去ってしまった。小論は，イギリスのL匝要な－Llf例を検,靴しな
がら，２］世紀の観光はいかにあるべきか，モノではなく，文化や歴史か
いかに観光盗源として意味をもつかについて巻えるための，一つの鑛材を
提供したつもりである。
岐後に、小論で利)|]した資料の収災で，ニューラナーク保存トラスト②
LornaDavidson女史に人変お'11:話になったので，ここで感謝の趣を記し
ておきたい、
